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1. 緒 a 

AUP A ABER SICA ts 火山 岩 の 研 究 は , KEYED 研究 上 に 
BES AAA EH OME BIES SLI HSC Hid C 重要 な る は 何人 も 
BBB ST SRR SSLo BALE MMACHS TZAHET 4d 
9 た 0。 BRMREA TIC ESE Ye fk OECD L BAM Lob CHE OBIE 
CARD MANO HELEN RE L, BRE SK ERD MBE & AAG 
Sie WE LCHMO TT INU & 浮 石 生成 の 温度 を 験 し , LUBED 加熱 
NCE BHEOBMERE 8 BELO 0 MIA CECA 3 = SB AKUNEBO 


1) WATE, DEB BAL, TM AER, WHER, At ABS AG 57 ~83. 
2) WER, WER, SALAH OH, 247~264 
S. Kézu, Tohoku Sci Reports, Ser. TII. Vol. III. No. 3 225~~238) 1929. 
TR, BARRE, ARR, 1~11. 


256¢ 2 ) a ee 


sk RO a LI E OMI JEL, 
火山 活動 の 直接 原因 等 に 論 及 せる 事 あ の 。 ; 

RPA DU FUNG > FHA (11 OD HEH IS LAE LODZ FLEE IEA PG Ae ME 
Oo ASHE AEH IEC IN © SEO HARTA BES B LICIET 

得 難 き 資料 な る ぁ る を以て , REIS GEIS ENE L, 既に 研究 を 了 せ る 部 分 は 本 
DTA Ly 語 賢 の 商 数 を 仰げ の 。 欧 に 記す る 所 は 基 後 研究 せる 一 部 
に し て , 前 報告 の 病 編 に あて ん と する も の な り 。 

LOMB ICE UF OWE LAC HERZ DBO te SBE, 其 石 基 の AE 
AB DV & OKO, HCL fis CHM OMAN Bd SOARS &, Meds 
BIBL S <, 比較 的 容易 に 石 基 よめ 分 離し , 且つ 環 品 自身 も DSP E U 
得 た る 者 ある に あり め 。 改 に 余 等 は 本 岩 に 就き て , 一 般 に 研究 上 重要 な れ ど 

JCA T ABEL 言 は れ た る , Beh & HIE & D 分 離 及 異 な れる 斑 卓 の 分 離 を 
行 ひ 得 て , 共 重量 的 , (CB, WUD HEE Zonk AERC HERES % 
F281 0 © 

2. Ai & RE EO DH 

AS ENB (SIG > 1 OPE REAR IE) ABREIC 1) 4 C DGE L AEB bth OVP BR 
に 就き て 行 へ 。 BIC ERT HCA 2 SYBR EBB UG BS Mis, Joep 
LHS S SMO MBS & DLHAEOBR YE LETSS EDS ML, 


1) mt BB, Fl@ =e. 地球 , oS EAE GE, 374~: 386- 

2) HME, PBA, AAS, BORR=HYE. 195~138, Br 
AR, 277~281, PAW. 11~16, P=RMH, 65~70, BURBS 
fir 83~87. 
鶴見 志津 夫 , BADER RE, SAAR BS AGE, 284~287. 

TAG, SETHE —, 高根 勝利 , UROL, SHAR DUBE, 161~167. 
mG, LAR —, ADORE, WHR ATE, 309~313. 

BARE, BARS, RHEE, 74~83, WHS BAB, 119~122. 
瀬戸 BU, 込 木 炊 男 , TR = hes 130 ~131: 

3) ARR, 前 出 
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本 岩 を 構成 する AMD 主 な ぁ る 者 は , SRE ESR BD ZU 
て , HEMET S BRB RYE IE 0 。 今 有 人 色 及 無色 の 成分 を 分 苑 せ ん 和久 め に , 
三 個 の 豊 な れる 岩 塊 を 取れ 0 。 其 中 一 個 は 閉 者 の 一 人 (KK.S.〕 及 八木 前 士 の 
化 媒 分 析 を 行 へ る 者 と 同じ 岩 塊 な り 。 THES CHES MOMMA ES TIA 
BN AATA 0 o BABE OB-RCZET SDM < 55-0, 73-9, 89-1 2 を と め 

第 ー x 


Ss 上 | DES 3A oR | Hee S He fe ED 
ee ee (Coloured minerals, |(Colourless minerals, 
: separated, ) separated. ) 
一 標本 a 15.92 in gram 72.40 in gram 
Sh se 1 a Be \) snietan 18.03 in %. 81-97 in 9%. 
3. ea 1278 in gram ” 60-60 in gram 
Sh oe ie Dy AS i 17-40 in 9%. 82.58 in %, 
本 \ mo i 9-48 in gram 44-85 in gram 
es ad as 55:00 in gram 17-45 in 9%. | 82-55 -in'ee. > 
Mean 17-63 in %. 82:37 in 2%. 


これ を 適 党 に 細 粉 し , マー レー 次 液 で Thoulet Solution) #}AO CIHR Oo 
有色 確 物 と 無色 確 物 と は , 其 比重 に 相 党 大 な る 差異 ある を 以 て , 比較 的 容易 
に 分 離 を 行 ふ を 得 た り 。 勿論 有色 磯 物 中 に 含ま れ た る 無色 確 物 の 微 唱 , Be 
は 後者 に 含ま れ た る 前 者 の 微 表 等 は , 此 方 法 に て は 分 芯 不 可能 に し て , EE 
DSHS LTS EC AW ARE £2090 COMBA MRED M0 a 58 
に 行 は れ た る か は , P-KIAT 4 ARBOMRE O も 推 参 し 得る 所 に し て , 
有色 確 物 タ を 三 つ の 異な れる 岩 塊 より 取り 0, 三 回 の 異な れる BBC USK S 
EY DHE RAS 17.63 % (2 UC, 三 者 の 各々 の 差異 は 極め て 小 な り ( 第 一 表 参 
HR) 6 

GEIST B DAN ¢, APO LA EVE K OMS UT, 基 中 に 含 
$4 » MARSHEAA E BES VANS 6 PAVIA BM 6 tet HK O 
BIS ARTE A BEES Wilh % 5 BPD BRAUER O Ht (3 OF IB 
UTH 17-63 % KO LA HRES Lo 
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3. SRBEARIRELCODM 

上 訪 の 如く 浮 石 を 構成 する 無色 確 物 は 浮 石 の 全 重 量 に 比 し て 82-37 % % 
占 む る を 知れ 0。 此 無 色 確 物 は 主として 妊 長 石 と 石 基 を 成す 政 堪 よめ り 成 れ 
bo KIM THES 4B, 最初 は 前 項 の 如く 比重 法 の み を 以 て 試み た れ 
ども , MEOREGILBES 58D OT, 二 者 を 精密 に 分 離し て 其 重 量 を 知 
る に 満足 な る 結果 を 得る 能 は ざる を 以 て , 炊 の 如く 比重 法 と (eB HT & 
BUNNY o 

浮 右 標本 第 三 (即金 定 量 分 析 を 行 へ る 標本 ) よ め 先 づつ 無色 磯 物 を ツー レ 
ー 溶 液 の 比重 法 に より て 分 亡 し , 基 一 部 分 よめ 許 長 石 の み を 分 離し , 他 の 部 
分 よめ 直 璃 の みる を 分 離せ 0。 此 分 離 は 比較 的 容易 に 行 は れ た り , 如 何と な 
TULA ¢ HO LIE U-CAP HENS WETS % EBS (SWGED 4 18S BILT 


第 = R 
| 2 | colourless minerals, : 100 —x 
| Plagioclase Glass separated from pumice, ES ] ] ee 
| ics, ‘Plagio.: glass. KP agioclase)| (glass,) 
SiO2 | 54-09 74-07 65.07 45.05% | 54-95% | 
Al20s 1). 2-2) 12-61) 
FeoO3 (28-06 0-35/'15.06 1-39 21-03 | 45-92 5408 
FO J oad! oer 
-MgO || 0-62; 0-25 n, d, | 
CaO | 10-22 4.49) 7.10 | 45-55 54:4 
45 
| NagO | 4.52 5.37 n, 1d, | 
KoO 1.51 0-91 on. d, 
H,O, 0-26 0-40 n. d, 
HO] 1 0-06 0-06 nd 
end tr, 0-32 p. d, | | 
P205s tr tra nds | 
MnO | tr, tr, n, d | 
| Pa Rn as = 7 | | 
Total | 99.30; 100-54 | 45-51% | 54. ae | 
be 


EO COREA LW LK A (EELS TIC I RO 。 War it 42 47.8 & JE 
叉 一 方 に て は 原 岩 よめ LOBES CMY S TEBE, BD RHE t BEBO 
天然 比 に て 混合 せる 者 に つき , SiO。, AlpO3+Fe,03 及 CaO OB ¥ 1b 
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PTR Do CREME IMOW EOC ILS DM し 。 FERRE 
系 の 値 を 知る 時 は 符 長 石 と 球 璃 と の 混 比 は 計算 に て 容易 に 知る を 得 べ し 。 

4 a’, band c’; a, b’ and c” Ral”, b” and c” BREA, BAR 
EMD FO SiO。, AlgO3+Fe,03 & CaO の 百分比 と し , x BRKRAOB 
璃 に 土 す る 無色 確 物 中 の 混 比 の 百 分 比 と な す 時 は , KH KO 混合 比 を 算出 


する を 得 べ し 。 
al X C100 = LOO KC ee (1) 
al x + LY C00 =X) = 100 X Cee (2) 
ax + DIMCLOO—X) = LOO XK Mnet (3) 


i ULEAD OER D BRAN) CE Zs SUS, 上 記 三 式 の 何れ より も 見 
HSAs x Oi s BIC S CSM Ls, RRS ABMRMEO AEST Ald 
RAND GSS4RO. HHOMRIS 


RR 5.05% 
CODE oe eee: x = 45.92% 
Clee x = 45.55% 


mean = 45.51% 
に し て , SRI ICH 6 HBO AE RARES 6, EOTHRA is RET 
WMS O FH NCB UT 45-51% BERS 54-49% 2U CHES と 言 ふ を 得 べ し 。 
SE fa IESE OA BS BY OL 82-37 4F 46S SSE UENK BHP Y 。 
KIRA CBRL DEFRA B EPICS CGRAORT ICE 
Plagioclase «-+.+++-+++-+++++-B7-49 
Glass Cgroundmass.)------44-88 


PRAOEE ECO ee 
MgO 等 の 不純 物 を 含み 其 量 は 1.37 76 O00 CUMS RL AD BS 
物 と し て 存在 する 交 石 及 磁 鐵 償 を 主として 成す も の な る べし 。 こ の 闘 係 に 
RS Cs BIRCH OPM HS~Lo 

LEE RMD RE SIL BRD & ORE OMAK BIE T OHEAKO 
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A Lo 
9-14 Or + 39:02 Ab + 51:84An in Wt. % 
Ors.s3 + Abio.4¢ + Atso,e3 in Mol. % 
な り め り 。 但し Or BTRBRADT 5 ORMKS SMES Ady sAnss,6 in Mol 4 
26) AWPR CARLES BLES, FPN RU FRAT BCA TSE 
U< RAP RIT. CORRE UC ISIEA IAN BEA Pee MMe S 
研究 を 行 ひ つ ゝ ある を 以 て , 不 日 基 報 告 に 接する を 得る も , BLORMMY 
BRS A SATE EP ioe & BOLE O BBS ILH Ang; 2278 LU, 最も 酸性 の 者 は Ang. 78 
OLB So MUTHAPHORRE KRU C ERLE BO FEMS Or 分 
F% Ab 分 子 中 に 加算 す る 時 は (Ab 十 oJ a Ango.g に 近く Or 分 子 を 加算 せ 
ざる 時 は Abus Ang 。 KAABS Sd bAOM Lo 
EOE PRA LIRAY OBER Y —U— 溶液 に よめ て ELIE 
成分 を 行 へ る 結果 は 第 二 表 に 見 る が 如 Lo APLARSR > HBA OHH BE 
[ASU BAUME Residual magma) の 主要 成分 (PERARLE S) な ぁ 
を 以 て , RICA EA SAKA OMA 2 SHI S LIBRO READ EO 。 
今 基 成分 を 浮 石 の 全 成 分 と 比較 する に , SiO。 は 後者 の 61-41% CHET 
74-09% OF SALE L, Al,O3 (SRO 15-42% (HUT 12-61% (2K C, B 
(OR TG ESE L < SEE Ze WS O , CaO [LRH DO 670% (2B LIF 4.49% %e 
BAG L, NagO (SRA 4.72701 8 L 537%(GIMtO o CHEOMAIL 
#2) fractional crystallization (= k S Residual magma ~O—AiA9 1b ABR 
化 を 示す も の と 人 言 ふ を 得 べ し 。 獲 詳 論 は 後 章 に 於 て 輝 ぶ る 所 ある ベ し 。 
4. BER MOLLER 
FREERO 17-63% 2 KS FERBISE & UC USBEA, HRRERG 及 磁 
EXO EL ORY CRBS MOM DUM 7 Ee CHS SPATS 
PIS CAME CHERRIES. KIMCHI EBO (LBS HO 


Bie See et 2 261¢ 7) 


$ERLO ABEL LEE OPE RICE I ICES TE BEBE bro 
ART LLG MORRIS = OS AAI BBY し 。 
第 = 索 


1 2 3 4 
0 ~ Gd-mass, ~~ Phenocrysts 
Augite, 
Glass Plagioclase. | Hypersthene, 
Magnetite 
SiO 9 74.07 54-09 41.72 
Al203 12.61 27-27 0-59 
Fe50Og 1.39 | 0-35 10-21. 
FeO 0-67 | 0.40 24.84 
MgO 0-25 0-62 11-84 
CaO 4-49 | 10-22 7-12 
Na,O 5:37 4-52 0-78 
K20 0.91 1-51 0-30 
HeO+ 0.40 0-26 » 1-20 
H,O- 0-06 0-06 0-08 
TiOg 0-32 | tr, 1.48 
P.O; tr. ita. n.d, 
MnO tr, tr. 0-04 
Total 100-54 99-30 100-21 
44.88% 37-49% 17:63 % 


5. SRERBSRMRMO LER BRB 

| AURELIA TAB 2AM T ARE ORLE A, AUR, RAMS OR 
PEO) (LBL Me cde SER OUR 22 REMC BB, AL LEO ROA 
BOE LS (PHS EDERE CRBBOLEKAIS 上 記 構 成 確 物 の 
{CISD & OMS TILL LGR DIB Oo 即ち Plagioclase は 37-49%, 
Pyroxene and Magnetite は 17-63%, glass ( 44-88% OB MA Bi62 UC ie 
ずる ぁ る を以て , HIRRB=LRICMAK ALBA MOR, Waldetele £O 
COMES る 時 は 第 四 表 を 得 , MA Ae INES DURST BARO (CT 2 FF, 
即ち 同 表 第 5 列 に 見 る が 如 Lo 

本 浮 石 の 多 定 量 分 析 は 今回 の 寛 験 と 猫 立 に 筆者 の 一 人 (K. S.) NARS 
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士 と 各 別 々 に 行 へ る BH OT, 本 誌 第 五 巻 第 三 跳 に て CBRE OY. Fit 
條 直接 分 析 よ め 得 た る 値 と 計算 に て 得 た る 者 と を UREA, CHOW 
を 第 四 表 中 に 並 記 すれ ば 第 5 烈 第 6 贅 及 筑 7 烈 に 見 る が 如 し 。 


第 表 
2 3 4 5 6 
Phenocrysts Gd.-mass ; 
Pyroxene Sunt Pumice, Pumice, 
Plagioclase and Glass analysed | analysed 
magnetite by Seto by Yagi 
87-49%) 17.63%| 44-88% 5; : 
: SiO2 20-28 7:36 33-24 60-88 61-41 61-47 
Al203 10-22 0-10 5-66 15-98 15-42 15-44 
Fe203 0.13 1.80 0-62 2-55 2-64 2-64 
FeO 0-15 4.38 0-30 4.83 4.93 4-91 
MgO 0-23 2-09 0-11 2-43 2.34 2-35 
CaO 3-83 1-26 2-02 7.11 6-70 6-60 
Na20 1.69 0-13 2-41 4.23 4-72 4.79 
KO 0-57 0:05 0-41 1-03 1-10 1-08 
HeO~- 0-10 0-21 0-18 0-49 0-52 0.54 
H,0- 0-02 0-01 0-03 0-06 0-02 

TiO, tr, 0-26 0-14 0-40 0:46 0.49 
P205 n.d, n.d. n.d, n.d, p.d, 0-03 

MnO tr. 0-01 tr, 0-01 tins tr, 
Total 37-22 17-66 45-12 100-00 100-26 100-34 


Ar AVE 3 RIO 2 SCHR ST BIL, EK SS BRA し, GIB T 
+ 0-30 以上 の 差異 を 認め ず , 余 等 も 所 期 以 上 の 結果 を 得 た る を 感ずる も 
の な り 。 如 秩 結果 得る に は 次 験 者 の 用 意 の 周到 な り し は 勿論 な れ ど も , 
皿 験 に 用 る た る 岩石 の 性 質 , 主として 其 物 理 的 性 損 が , AAI LISS 
の と 言 は ざる べ が ら ず 。 

有色 斑 物 の 全量 比重 分 離 法 に より て 浮 石 よめ 分 離せ る 有色 礎 物 の 量 は 
17-63% な る は 既に 記せ る 所 な め 。 然 れ ど も 浮 石 の LBP ERAMORBR 
よめ Norm を 人 算出 し て Diopside, Hypersthene, Ilmenite, Magnetite 等 の 
有色 諸 成 分 を 構成 する 量 は , 筆者 の 分 析 に まれ ば 098 


研 o£ R xX 9630.9) 


に よれ ば 22.68 に UT, 比重 分 離 法 の 結果 に 比 す れ ば 約 5 用 の 差 あ り 。 こ 
れ 比 重 分 離 法 に て は , FE RB LEEDS AEM OPEL 
MES SES O LICK SE Oo MRA REO LBP HTIE FeO, MgO, 

等 の 存在 する は 前 者 に 於 て は AEB, 後者 に 於 て は 同 磯 物 或 は [AIDE 2 
構成 すべ き 成 分 の 下 堪 中 に 溶融 せる 者 な り 。 吉 に これ 等 成分 と 比重 分 刻 法 


_ に て 得 た る 17.63 錠 と 加算 すれ ば 学 石 全 定 量 よ め 得 た る 約 98 BN SE 


第 A 表 
Pumice, Pumice, | Pumice, Phenocrysts ae 
: analysed |obtained | .  ]Pyroxene 
by Seto. by Yagi. by clac, | Plagio- pee Mostly 
clase nee glass 
Quartz 12.53) 12-45 BHI lp Base if cence 32-58 
Orthoclase 6-15} 6-39 6:06 RS Yl (Ml icatooe 5-39 
Albite 39-88] 40-51 35:73 | S800 an eece 45-38 
Anorthite 17-63) 17-38 21-57 | 50-74 | sere 7:59 - 
[ CaOSiOg 6.52 6-35 573 14:74 0-52 
Diopside MgOSiO By SPEGAN eho 2.81 6-74 0-72 
lreosio。 2.27| 3-08 2.87 7.88 0.00 
12.93| 12-58 11.35 | coe 29-36 1:3 
MgOSiOg 2:77 2-79 3-26 0-34 22:86 Newco 
Hypersthene {reosios 2.84| 2.86 3-29 0.4; 26.86 Be anes 
5.55| 5-65 6:55 0-79 49-72 | 0 arses 
NVOllaStOni tem | iu tme mw aarcctn ln ioccnse: loo mtten. seul Secesaaal |: Cmmneemem 5-42 
Ilmenite 0-87 0-76 0-76 | ce 2.83 0-61 
Magnetite 3-83] 3-69 3-69 | 0-51 | 1480 1.23 
AC WE Abate ccc sur ee Ue で 0:54 
ADC RE eas (06 i CR ER 
Wt%, measured 
by i solution 37-49%| 17.53%| 44.8876 
Coloured mine- x 
rals given in . 23:18%| 22-08%| 22.35%6| 1.30%6| wre 372% 
the above table, 


な り め 。 

これ 等 の 開 係 を 朋 か に せん が 急 め に PRR. 第 五 表 は 浮 石 , RHE 
Ai, 有色 磯 物 及 球 璃 等 の 化 路 分 株 の 結果 より 算出 せる Norm を 表示 せる 者 
Oo LF ABICISRLEA, AEM ROE BY — レー 溶液 に て 分 離し て 得 
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た る 混 比 と , 更に Norm POAMMMO A MEY Oo KIC LSD HM ¢ A 
RE AML LTH S B > AEDS 130% に し て , BE OF i 
($3-72% 75 Oo THRE CER SAEIED 17-63% に 加算 する 時 は 
92-65% & 75 0 CER ORAS imi GAS & —BT ILS SL (未完 ) 


空間 格子 を 既 約 する 方 法 に 就 い て 
met 伊 wR A 市 
a, b, c, 4, 8, 1 BHAF TK L ST SRT BROR TCI RKI CH 
に 表現 され る 。 
T2=n7a7+v7b?+w2ce7+2vw be cos 4+2 wu ca cos B 
+2 VOR GC OS CACO TR Nba GO boas Rian G ci hee levi ea ee ee (Gp) 
ZSRTA S22 ERIZSAIA TI に する に は , FOR BMA CHS bALOZ= 
TREK VERIS AUE KW. Eisenstein (2 RUE ENC TRON SH 
ROBIE ST VME=T IAA MSV =ETOIKRKCHS. FwILbB 
上 式 に 於 いて 0, 2, 7 DRAKE S LSRCHeERAT 
S11 S22 S33 
& = 5 ) ars, vst ws ws + Qo FOV Oe 


EL, その s OMI KOMAD 成立 すれ ば , この 三 元 三次 式 は BHI 
ER の 26 


fsn BBS). a Ss, 
23, = ee: 28 = 84 2p = sy 
この 場合 , AL 
Si = Se DIR SD os ems 
25, = Sp k OI. so = 284 28 = Sy な ら ば se S Qs, 


2 sie = Sy な ら ば 


OF RR HK 265(11) 


と な る べき で ある 。 
同様 に a, Br が 鈍 角 な る と き は , 1) を 次 の 如く 書き か へ る 
ee See ee an a 
Aaa Fie FV" Sy W"S,3— 2VW S3—2 wu S,,—2 uv Sire Ks, 
この 三 元 二 次 式 に 於 いて , syn の 間 に 漁 の 如き 開 係 が 成立 する と き は それ 
EERIE FEI RUTH So ' 
Sl See 


Sa 2 Ss == Sis I 


この 場合 若 し 
S11 = Sap な ら ば 3 == S31, 
S22 = S28 な ら ば ee Sia, 
2 S23 = S22 な ら ば 3 = 0, 
DS Sy な ら ば So. = 0, 
259 = Sn な ら ば Ss, = 0, 


2 (Syg-FSy +S) = StS. な ちば 
See srs MIL < a 

と な る べき で ある 。 

ABET? EANS 2 Lik, か ゝ る 就 約 三 元 二 炊 六 で それ を 記載 する こと 
で て ある 。 換言 すれ ば 宏 間 格子 に 於 いて - 下面 上 に な い , AEP RIAA OU 

短 で ある や うぅ な 三方 向 を 撰 び , Threhht UTC ORM Birt し て 格子 
を 記載 する こと で ある 。 上 の 條 件 に 示 され た 如く , か ゝ る 方 向 は 互 に すべ 
CHA CHSDMISEHATH OD ECSDTHS. それ て 或 興 へ られ た 容 
間 格 子 が 棄 約 宏 間 格子 で て ある か 番 か を 見 る に は それ に 相 箇 す る 三 元 二 次 式 
が 上 の 條 件 を 満足 する か どう か を 調べ れ ば よく , CAE FIS 0 


966(12) Tn a we hoy 


RZ, FRM 6RKLTIORAGARVCH OM, 之 を 棄 約 する こと は 多 
く の 場合 困難 な こと で ある 。 Bachmann (SBME ZERO KOT 
ゐる が だが , MRI BMY CHE KO’ Niggli PICK CO Bee LM 
6, Mo BAL UTSAMBFOWO RDO TRABWIC, LCL 
RV=ATORKDY 6 EM =HTIRKIHI AD, AAI AIT SS 
と が で きる て あめ あらう 。 

筆者 は その 参 へ に 従 つ て , 三 元 二 次 式 を 色 約 する た め の 表 角 を 作 つ て 見 
Ko PRK t OPE PEN UP 5 bBo 

操作 の 一 任意 の ce * = BES sy S Sq S Sq HOPI BES 
る こと 。 こ の 場合 営 然 同時 に 5. Ss, Se も 互 に 入れ ho. 2% tain BAY 
BNE, 三 つ の 軸 の 5 DIT RGTEHRIO 6O%C100IHH, 次 を L010〕 
fh, 次 を 〔001J 軸 と する こと を 意味 する 。 
採 作 の 導電 Sa Sno Se 
を 各 正 敷 と する と 
EA 


’ 


の 形 を 有する も の は ee) に 書き 換 へ 


S33 S41 Sis 
S11 S22 3 (= S22 $33 及び Sit S22 S53 
So3 S31 Sig ; S23 S31 S19 S23 S31 Ste 


の 形 を 有する も の は ee! BSD 4o MAB ICRA 


Sys St Sto 

Zlk (1003, £0103, C001] DS Hhid BCBMGE LG 2S DSS HET うぅ 
軸 を か へ る こと て , 例 へ ば xyz を 軸 と し yz<90° 2x>90 xy >90° で ある 時 , 
それ に よる 三 元 二 次 式 は Ca) と な る が , x BxDKRO FAD 


延長 と し xyz を 軸 と する と yz<90° 2x' く 90) xXy<90 と な り , SHIM 


Bt. HR 2 aes 267€13) 


ぁ る 三 元 二 炊 式 は (3s oe) Lie Bo 


S93 S31 Sig 


Si1 S22 S33 


MDE 8) か くし て 得 た る (29) が 未 約 な る と きす な は 
Sa Sg Sig —Sqq 或 は ss。。 く sg。 な る と き は 次 の 條 件 を 調べ る 。 


2512 >S11 7282 >Sy, CUF1) 25 ,U>Sy9 Cv +1) 


(010) (110) Cul0) Cuv0) cea sus 
25 12>S9q? 28 19> S22 W+l>2spv>sn Cu+D Cuvw_] 
C100) 110) Clv0) Cuv0) 
2 So3>Soq?2 So3>S9q CV +1)92 szsv>S3s CW+1) 
C001) (011) COv1} COvw) She SteV—SaW)>SuU 
2 Sox >S33772 Syg>Sag CW +1)>2 S3W>Sy Cv-+1) [uvw] 
C010) O11) COIW) covw) 


2 Soy >S3s つ 2 ssi>Si Cu 十 1) つ 2 sau>sss CW+1) 


(100) C101) Cu01) cuow) 2(SogW —S12)<SoeV 
2 Se >S1172 Ss S33 CW4+1 92 sy ws Cu+1) Cuvw J 
£001) 101) C10W ) cuow) 


b) HE, I KO Cite BRAVE KR (30 a 


So3 S31 Sto 
な る と き は 次 の 條 件 調べ る 。 
2 Sp >Sy72 Sys ukDoI2 ssu>S 5 Cv+1) 


C010) (110) ト (ul0] cuv0) Svocsnv £sult>SaW 
2 S12>S2g つ 2 Sip >S2 (V+1) 2 Spv>Sy Cut) Cuvw J 
(100) (110) C1v0) Cuv0j 
2s 23-7 S927 2893 > S92 @Ww+1)7>2 So3V > S23 (w+l) 
2 Sog>>S3372S93>S33 CW+1)2 sggW>sxz Cv+ 1) Luvw J 


(£0103 (011) COlw) COVW) 
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2531> Seg 2841811 CUF-1) 2 Sg > S33 (Wl) 


(100) ~ ¢101) a (u01} CUOW) a¢sggw 4 Spt) Sav 
ge 
2'S3.>S1 28a >S33 CW+1)92 Saws Cwt+1L) [uvw] 
O00I EOL) Clow) ruow) 


CO@MBICRBUOTKENE 25) >su THis, 1110) の 方 向 が L010 
よめ も FAUST RMBE を 有 し , 更に 2sijp>sn Cu+-D な れ ば 110〕 よめ も 
Cu10〕 BRO FRB 4 ATT Do 順 炊 この や うぅ に し て 最初 軸 と し て 探 用 
し た 【〔010〕 より 短い 格子 嘆 距 離 を 有する 方 向 を 見 つけ る 。 叉 た と へ ば 今 
2 S25 つ Spc, 2 Ses>sss (W+1) の 二 條 件 が 満足 され る と き は [001〕 輌 の 代 め 
に [O01wJ を 軸 と する や 5 三 元 二 次 式 は 書き か へ られ ね ば な ら な い 。 

操作 の 四 探 作 三 に よ つ て 容 間 格子 の ISG BAER 4 を 有する 三方 向 を 
摘出 し 得 た と する それ を 各々 Cuiviw, Guvewed, Cusvewel と し その うち 
Cuiviw」」 が 最短 , Lusvsaws〕 を 最長 の 格子 中 間 距 離 を 有する と 求む る 


pf YH Tu Tea Yas S 
BEM = TKK に 於 いて 
To3 Ts1 Ti2 
a ce a ge 2 Qe “4 4 
bee aN, So Wy S,,+2 V\W,S, +2 W,Us,,+2u,V,5,, 


fo ey) 2 9 
tet SV, 80+ Wj S,, + 2V,W,S,,+2w,U,s,, +2U,V,S,, 


9 9 oa 
= Ca 5 V 
Pea 8 tg (S WS 2 AP Sect 2W,U.S.. ae 2u,V,8,, 


Bese UytLS ct Va EON WEIS 1 (v.W3+V WV.) 8, 
+ Cw,u,+W,U, ) Sor Cu,V, + U,V, ) 8, 
= 1 t 
7 40S, +Y,%8,,7 WG Ek CATA +V,w,) i 


+ (wu, + w,t,) s + (uu, +u,V,) S,, 


=U US,, + VMS + W1W,8,.-+ ( RE VowW,) SS 


. 4 
he sensory 


Bio Fe :, ie 8 269¢15) 


+ Cwiu, 十 w。u, ) Sor Cys uy) Si, 


Cita) COMMIAEL UTC P. Niggli; “ Kristallographische “und struktur- 
theoretische Grundbegriffe” Handb. d. Experimentalphysik, 1928 に 頁 ふ 所 が 多い 
PERIZ © TEL ICR L Cit 同書 及び 同書 に か ヽ ぃ ぴら れ な 文献 を 参考 され を た 
い 。 こ とこ ゝ に 示し た 表 解 は 元 來 筆者 の 目下 従事 し て ゐる 仕事 の 便 窒 の た あめ 順 序 を た て 
見 た も の で ある 。 


ニー = 年 四 月 
HUGE it BL Ee EB KZ IC To 


AASGEMFO-RE, モナ ズ 石 , イネ ス 石 , 
FOL VI -HE, MEA BA FIUAY 
ン 石 , コル ンプ 石 , BRSORRBR (2) 


Bk OK RE BE TOBE 
mt te Oi 田家 武 
mae+ KF 田 a 
RERWOEFR YM 
IO) WED 5. Fe ES CG BE DSH AN Ha 4 Ee BF BF hE LL TIER ECS CHR 


REERKSLOKUT, 同 地 の ペグ ダマ ャ タイ ィ イト を 形成 せる 石英 及び 長石 の 


境界 附近 に 包 豪 せら れ , EL UTRE 3~7 mm MOMS BOK % UC EM 
Fo AAW DOS. BEIT REM, BE Bter RT. WERE 
な り 。 放射 能 を 有 せ ず 2。 

AF ABA BUTE S Be E40 BER & 0 FERIA URES BUT 
LOR, SHODABBMOMAY SS > 比重 場 法 に より て 比 
重 を 測定 せめ 。 供 試 量 は 0 0566 g に し て 結果 は 次 の 如 Lo 

yeas (5.) = 4.43 
RIE HOMMH 8 mg 2INOF A v VR BME O Hes TER 
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より て 定量 せめ 。 其 の 結果 は 次 の 如 し 。 
: TiO. =41-2% 

MMOL ROALERRBAKO, LiORRE 0 MOMMIE F 2 ン . 

PRON RHEL BRM) | 
ESBWOEBA 

WE OBES Fe ES CG BG ON A ERS BP EBL PASS CPR 
DAO UCMMO <7 + 44 MT SBR ICBA UTE 
Heo BEPPIR IS A, HH RO IR EEREE EO 0 入手 せる 標本 の 多く は 
ROB BRS HEE WABOMMe AR UCEREIRA To MOUTH 
Oph HORM lk 60° & OPPDIC UTRIOR SHISAK SE OICR TEE 
き 2cm に 達 す 。 叉 或 る 一 個 の 標本 は 長 さ 約 1 cm. 幅 2~3 mm. ORK 
に し て 二 個 の 柱 面 を 母 岩上 に 店 出せ 9 。 此 の 二 柱 面 間 の 銘 角 は 約 60° に 近 
Lo LAO MORAN T (STH AKEBAD m=(110), s=(111) & OK 

| 404 Bran ILE MAAK FL SMS HEMKTMORG ALS EOD 6 

ir APTN UC BEEN < dA SEB ES EOE LO FIMES OI LE 
だ 困難 な め り .。 労 開 完 全 な ら ず , MEME) ERE Beet. RIO - 
及び 大 の 粉末 の 色 は 其 だ 特異 に し て 曲面 は 黒色 な れ ど 破 面 は 生 赤 色 或 は 柴 
BOB ME HN 22 A し , 粉末 は 紫色 を 帯 べ る 淡 族 色 な 0 。 

比重 を 比重 場 法 に て 測定 せる に に 

1038 (°.) 6.9 

を 得 た 0 。 

VED BRO BB AC 7e FE AC He BRK TU BER UR bY ke Tea 
どい づれ の 場合 も 甚だ 分 解 し 難 き を 見 た 0。 

此 の 磯 物 の 主要 成分 を 決定 せん が た め に 先 づ 極め て 徹 量 の 試料 を 用 る て 
弧 光 え ぇ ペク トル に よる 分 光 分 析 を 試み た る に 多 敷 の BOM A し , BOF 
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在 極め て 盾 斗 な り 。 此 の 他 に は チタ > ORE FR ROK ADAS RIT ILO 
訂 物 の 徹 量 成分 の 検出 を 行 ふ た め 生々 多量 の 試料 を 用 る て 弧 光 え ペ クト ムル 
BAIR EOI, 錦 の 諸 線 の 外 に チタ ン , ニオ プ , タンタル, ジルコニウム 
の 諸 線 を 認め た り 。 

SOAR E OMOUMMILF Av, = オォ オプ, タン タル 及び ジル コミ ニッ ウム 祭 
を 含め る 鈴 石 の 一 磐 種 な のり LHL G Be WEB 2 UTAH ED 
AIG LC 曲解 碁 だ 庁 異 な る ぁ る を以て , 前 記 の HK BER LIC BRIN 
PRA IER UTE & OFM LD CRE O 。 SATS ROBES UC DO EE 
hie Cet rkcoePHOABORB Me REO CHEMO fle 
HME BC LAA BIO BEF AH Fs T DB BBY IHS THI 59 HO. Z 
ei OAR EH tei Of & HRA SA UE 

r(320)/\h(210) = 60°15 (Bb Mi % & 6 T) 
lm bibbo Mrs mow t OMAKW EAU THMORESERA 
iO, 唯 此 の 確 物 の BEE US HRA AAR REMUS AIIED. 
Wk ODE OD FE eT ATO FERAL (St RET OAH SSL. (篠田 ) 
RPRUNEIZLYY VA 

此 の フラ ェ ルッ pA, RBCERD AAA RR Poa ASE 

PHONS7 +24 bPEOREVSEHHSbEORO. HSK 11 mm fa 


~ 9mm tc UC BAO FEB OBER ZS る 相 結 を 示す 。 


観察 し た る 曲面 は 火 の 四 種 な め 。 
s=(111)) z=(321), g=(320), c=(001) 

結晶 面 角 測定 の 結果 は 下 表 の 如 Lo 
FERRO, C 面 は 唯一 例 を 観 祭 し た れ ど 其 だ 小 に し て 測 角 に 適 せ ず こ 
og a ee < -- 
きも の と 結晶 B に 於 ける 如く 9 BELT z ERNES EO LOLMOM 
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相 を 示せ り 。 
告 同 了 地 よ り は フェ ル グ ダッ ン 石 と 推定 せら る ゝ 放射 能 あ る 時 色 磯 物 を 産出 
すれ と 上 記 標 本 の 如く 品 面 明か な る も の は 基 だ 稀 な り 。 (木村 ) 


Yi as Pe ta 上 唱 面 WW 値 | gr # ia® 
A S CIDA, zat) 17" 54 182" 238; 
B SONI i 2 C820) 280 15’ 272. BY 
Cc s (11L) C20) ioe ey 27° 59’ 
€ sll) =f, (820) 79° 52 79° 50’ 
D S Cll ( eC2o) 29° 0’ 2759" 


KIWI VY ROA 
as b:c==1:1: 1.4643 KY BWR? VU, 


ZHKAELRKAICRUOKDEATS 
ahh F ORTH RUSH IC RT 


GB We. She 


FE ASAB IIB 6 tute S BC OE BR Oy EL EE US 
FF BURKE ORES CARO UR IE HEE a HEERI O AALNY PETE US BLaD CE ¢ 
類似 する こと を 示せ り め 。 Wiis HHAPRMECREC 類似 の 成分 を 有 
し , Ii SRST SIDLEBUS SILO LONMOARHAT ICT, 
WME ROD DT 1TO, HED ARATE L WER RETA RR Ic 
LC OBER AER L Ae HOE L, AGHA FE OAL IC ETD US Bhd BS Lo 

AWE RU RB ATES MAE CUE LIS 4D LARA Oo 

第 一 表 は 玄武 洞 産 玄武 岩 の (CARLO ABI LK S HAF OS 
成分 を 表 は し , 硝子 No. 1k YRAEYRA OMB EO TIO,, PO; 
及び MnO を 除き , WAT No. 2 は No. 1 よめ 更に 酸化 鐵 を 除く が 如く 原料 
BA Oo ME SHR 第 二 表 に 示す が 如き 成分 を 有 し , 石英 粉末 に 

1) BAB BURE, S58, 第 3 競 及 第 4 HRCI AI 6 年 う 。 


Rs fe 


eee Ff < 973(19} 


し て 産地 不明 な り 。 ア ルミ ナチ は メル ク BELT, 他 は 日 本 薬局 方 に よる 
の に し て 酸化 物 或 は 基 酸 化物 と し て 使用 せめ 。 
原料 は 所 定 の 成分 を 有する が 如く 調合 し , BASLE CR BAIL, 約 


第 ーー 表 
玄武 洞 産 素 武 岩 D BF No. 1 HBF No. 2 
SiO. 49.29 50-49 56:18 
Al,03 18.49 18-94 21.08 
FeoO3 2.38 TOA: SK See 
FeO (071) en) DRS SC oka Ne cee 
MzO 6-09 6-24 6:94 
C20 8-14 | 8.38 9.28 
Nas20 | 3-93 4.02 4.48 
K20 1-79 1-83 2.04 
H,0 | OBS A aie ok no ee 
TiOg DOO ae Mati RS mel UE nem a 
P205 | Ss eld ©, un ge MCE atl (oe ce 
MaO IS HT lel ees tees | all oe cee 
Total 100-20 100-00 100-00 


6 7? BAP IR Le Oo TAT No. 1 OF MUSE a ATARI & 
[i D7 < , KARWIKRER REIS し て SAWUISE § TERT O Tea eHT IE UL 透過 光 


第 = 表 
i AlgO3+ | Ve yb 2. L = 
SigO Fe203 | CaO MgO KB ke | 合 at 
99-31 0-53 | a 0-17 100-01 


ANZ THRE BIS 1350°C CCHBE Lc S ELL RED BEBE Re BC 
L, H+ HF em ss, HELI EHS Ye ELC RICHIE RIC BATS BI 
よる な らん 。 TAT No. 2 OMMBUERSA SHAT: & BIA < MEERA U 
CHEBIIKREBLEE e220 E 6 ED ICRI FES o 


1 hE IE, DEB RARE, 赤 岡 純一 郎 , Wh BRE SE, 第 26 4, 57. 
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wk iy Dh KR 内 


Je ee 
; : . | 
¥ | 


PRIA TIRE IBRD IB LISD & ORORAPE THM Sb Oe 


びに 硝子 , No.1 及び No.2 に 就 
て 全 有 反射 屈折 計 を 用 ひ て 其 等 の 
RITE We Ut る 結果 は 第 三 
表 に 示す が 如 Lo 

Okie HE Ls TAR O Se 
CHD EkMVS EO LOM 
折 卒 著しく 相 和 達する は 興味 ある 


B.S 4k 
a 料 | Ra 
tawase S&F | 158 ) 
aD | 水 冷 1.588 
| WT, No. 1 1-573 
| Pe 1534 


第 —- 周 
Lai EAA MD 


EXPAN SION 


LCINEAR 


GALVANOME TER READING IN cM 


ペペ EVOLUTION 
—= ABSORP SION 


© 


200 40 600 800 
TEMPERATURE IN GC 


CLCUT, KH Bil 
IG Lp rain tc 8 
UF BARRE REE ST Sb 
DEGAS LRN 
し 。 此 の 間 題 に 開 し て 
は 目下 研 完 中 な る を 以 
CRA BRT NS Lo 
第 一 彫 は 前 報告 に 記 
逃し た る も の ゝ 中 , ¥ 
武 洞 産 立 武 岩 灯 融 物 に 
BC OFA Ht RO False 
Wetheee talt, JGetia 
FIRE TC OBB と 
HOEY ADH DIZ ZS 
weld % FERS A. Winh 
線 を 比較 すれ ば 第 四 表 
の 如 し 。 本 表 中 670°C 


RR RK | BK 21 


~T50° CILIA B BEAU — PRC SRO MBE IK A &ORMSNS L6750°C~800°C 

に 於 ける 吸熱 は 650°C~830°C: OMAEIX A CHIBAR & 28 LS IBERIBC 

fé 0, -tiATE & PEBE4EO molecular dissociation に よる も の な る べべ ベ だし 。 
第 四 x 


( 


ATV A WE Mi 
670°C~ 750°C に 於 け Z BEM se eee pect eeeeeees 
750°C™~ 800°C IC PAW BWR 650°C~830°C IC HSU S HbA Te SHE 
800°C~ 830°C IC Ht BBR 830°C~880°C IK 3 He 

Ab nies Prana: 930°C £Y OMB re 3 we 
980°C~10305C IC B BAH 1050°C Mis I< -C HRD TARR ~ ER 


800°C~830°C IZ HST 
4 BBL 830°C~ 
830°C AO Beha 
と を 比較 する に 温度 
BI —RUSS も; 

NWO 43 BYRD D 
iG & BRS Dae 
は , 同一 の 原因 に 基 
つく も の に し て , 王 
WEES CT (SERS し 得 
ざる 程度 の 微小 な る 
dnt 72 ED BD FH 
な る べし 930'C よめ 
DK 7S BAH S AM 
分 析 曲 線 に て 其 れ に 
LC RE eee AAS % Ua (Se 


TEMPERATURE IN ‘C 
Ob a OO 


a 4 
Ga 


EKPANSION 
) 


GALVANOMETER READING IN CM 


eV OLW Tore 
> ABSORP TION 


< See ct 
< ie x 
alk oe + 
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ABIL SS db, HAT ORME EDLDESNLO K 980°~1030°C CHU OH 
SALSA UEC ASC HLRRLOD (BUREN & Uk WIENS HEE U, 他 の 唱 子 の 生 
成 に よる も の な る べし 。 SCAR LIU 4 930°C UD LIRA ORES L 
(MCBLBSCAPUTHOWIRG AS Slt eMhaT. 

STH, No. 1 (CRT OMT AR UAMBHE HER 7 LU, JER RZ 
HES TIL BARRO M Lo ) 


第 a 表 


2h Op AT HH BR a Ns Ae HH 
500°C~ 750°C) に 於 け る Bi I eevee eee eee eer eee 
750°C™~ 800°C IC SRR 950°C~830°CiIK BS B FRB Te S GAR 
800°C~ 870°C ICRU B BH 830°C~870°C IK HET SMH 
900°C~ 990°C IK HSU BWIA 900°C £Y DFR Te S WHE 
990°C~1050°C I< HST B BER 1050°C Mt ik & U HBR tA AAT < He 


Fs — lal Os hal 2 HOR TH I A BT OA te Sk S FAL, 
AES S (S—ARACEOMILI Ek SEDE SHEDBMDH.500°C よめ 始ま 
S.t&O TM し て 第 二 園 は 第 一 園 に 比 し 雨 曲 線 の 傾向 は 一 層 よ く 一 致し , 
molecular dissociation に よる も の と され た る 中 熱 並び に 膨 須 が 行 は れる 湿 
度 第 一 園 に 於 て は 一 致 せ ざれ ども 第 二 園 に 於 て は よく 一 致す 。 叉 晶子 の 分 
解 温度 に は 第 一 彫 に 於 て は 熱 的 毅 化 は 認め られ ざれ ども 第 二 園 に 於 て は 億 
か に 吸熱 あり 。900°C 以 上 に 於 て 著しく 膨 須 すれ ども, ME ORES CU < 
CRBS S2UTHOMSRS SOT LIRGICUMNK Oo TAF, No.1 の 
UM BUR ORR & Vike EYRE RN aE LS BUS. 即ち 50°C 置 
き に 800°C~1050°C の 温度 に 一 時 間 加 熱せ る 者 を 検 鏡 す る に , 800°~950°C 
に 於 ける も の は 殆 ん ど 加 熱せ ざる も の と 同 別 な く , 1000°C 及び 1050°C cH 
ける 者 に は ,500 倍 以 上 に 接 大 し て 初め て 観 祭 し 得 る 程度 の 極め て 微小 な る 
globulites を 生じ , 及 容 気 と の 接 鯛 表 面 は 酸化 を 受け 明 玲 色 の 皮膜 を 生 ず 。 


wt. FH 報 
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— P= BAF No. 2 CMTOMA MRO MBER BS. 750°C よめ 
2st \ ABH LAS D>, KI 800°C~890°C に 於 て 最も 著しく , 其 等 の 温度 に 於 て 
吸熱 あり, RRO MR BO MTS 890°C LOBRHO, MULT 


LINEAR EXPANSION IN % 


0 200 400 600 800 1000 1200 
TEMPERATURE IN°C 


GALVANOMETER READING IN CM 


+ EVOLUTION 
— ABSORP TION 


940°C (= CHEM eth 
ie cet 
ず 。 KIN 
HA OGRIMS 
Wt A. 20°C 置き 
に 800°C~940°C 
の 温度 に 一 時 間 加 
熱し た る も の を 検 
Bt UK 840°C に 
て 初め て 微細 な る 
Sa EAM tein 7 wo 0S 
る こと を 得 , ml 
て 温度 上 上 昇 と 共に 
MERI O Bee 38 
L, 900°C (TH 
表面 に 微 品 の 集合 
よめ りな る 皮膜 を 生 


じ , 940C に て は 其 の 皮膜 の 厚 さ 約 0.2 mm ET o RR OMAR € 

熱 分 析 及 び 熱 膨 彩 曲線 と を 比較 する に , 可 台 結 曲 が 析 出す る 温度 は 約 840'C 
ty 2HEL, 前 報告 に 述べ た る が 如く , 結晶 作用 (SSH MME LAG tS O #9 
TOC よめ 行 は れ ざ る べから ず 。 MULT tanh 作用 と 同時 に molecular 


dissociation 行 は れ , molecular dissociation は me b O BERICHT S 790C に 


978C24) 3 wt Kw 


CHA EXO, 結晶 作用 は (ATTRA IC HBES Be 6 Arc HES CARA HES 
(HET 750°C~940°C Diik7s SIBIRIS molecular dissociation が 殆 ん ど 終 
る 790°C PRIS CHAE HBR Vet ICH SS EORKSNCi £8, HO 
TRIED LA CARS S (SRE ORE L 6 CIB RBS B DTD 7% 6 Aro 
900°C PATE K O HHERD MARTE K 75 B (Shs OBESE U ¢ SINT B DIG H (= 
し て , 940°C (CHE FILS ASMA RRO CERAM RET SOT 
あめ に し て , R 940°C VE OMS fe MAE OMEL % BRS STS BSLo 

LD ABA MES 4 CAAT No 1 CRET O ARS Vr EY. 
Ta MRD KF L, SUFI No. 21258 TlS— PRICE O BRIE IZ AE ¢ BERR O 
Fs —Osn FOAMS KS PAWS BD 6 SH EB, molecular dissociation に 
bk ANGER O RAE OK ea EFAS & DS BHR O ERA TES SZ LAHAT 
の る み 立 武 洞 産 玄武 岩 話 融 物 及び 硝子 No. 1 (CHWS 0 BS ASHRAF SHAT 
| BTR A RED CHS 2 DM 6 SC IES SIBLE IN EHATENO. 1 
に 就 て は 約 650°C, 硝子 No. 2 RTE 750°C) & O 結晶 作用 行 は れ , Jet 
と 同時 に molecular dissociation TILA» ED LYLE Le 


@ BA ORM 2 
SEG a 津 a 
AS obs Bos 
JE SIRS (SOK IL ACNE MSDE © ANI Ze HEIR 2 UC HLS O 6 BU 
B & OM EPR AZ TE I BED eile < BSIAMER. B LIAL LAUER O 


Shin A LEA 12S 能 は ざり LALIT, 測定 の 結果 ( (SUED HARD Ry 
1) mP ERIE, LRU —, 2A Zoe OR RS, 第 34, 192 A, WA, 5. 
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“Fo TRICO ABA RHE GO ADHERE & 0 HER UCN Ate Be 
思ひ , AREAS ORWIEC IS 2 概念 を 得る に 止む る た め eRe 
し て 報告 せめ 。 

MARIE O— A (SBR UAT IC BE LESH © WR eB し 測定 に 適する 大 
さ を 有 する Fe HIT OW iE (tate S& SchimaCBohemia) Laacher 
See KOSH BOR 1s 6, CEM Rd CAMEL MALO. RBI 
Laacher See 座 は 約 450°C 附近 まで て 加熱 する 時 は , ADI BME S2UT, 
BIMEL PLEO, COMMARRS Joc as os REN ORD 
DBE SS Lo | 

第 一 SchimakkO# § PVN 


2§ 345 RL O) Ben 2e VIE 
24 BAS L, 約 800°C に 加熱 す 
Als (SAB ee U, これ 以 
a LOWE TMEAB 
25 BS, BIBRA 
S DPMS 750°C EE Oo 
au 但 LARUENS (SAR EBERT 
Wog 用 る , 使用 せる 標本 の 大 る 
は 9.55x9.54x10.08 mm 
の 立方 形 な り 。 こ れ 等 測 
¢ ie a0 400 600 500 1000 a 
TEMPERATURE IN C. Ny SHEEN TRS SHE (BK 

DAN Lo 


1) RE BUIE, LEDEI—, FUORI, 第 548, 105 頁 , 昭 , 6. 


280<26 う 


BARD BRK ® 


7190) =0-00028550 ¢4-0-00000036 2 


oi) =0-00100989 ¢-+-0-00000040 2” 


ん 


{8 LAEMGIS 20°C と す 。 
今 試 み に 此 方 程 不 に よめ 常温 よめ 1000°C 迄 の 膨 彩 牽 を 算 貞 すれ ば 第 一 
表 及 第 一 園 に 見 る が 如き も , 定 測 を 試み ざる 温度 (750C~1000°C) の 値 に 澤 


—(.00055122 /+0-00000013 z2 


第 = 表 
Augite, Schima, Bohemia. 
Linear expansion in % Vol. Exp. 
Temp. + (00) 1 (010) || to c-axis | in % 
a a obs, cale, obs- calc, obs, calc, cale, 
20 0-00 0-00 0-00 0-00 0-00 0-00 0-00 
50 0-01 0-01 0:03 0-03 0-02 0-02 0-06 
100 0-08 0-03 0-08 0-08 0.04 0:04 0-15 
50 0.05 0.04 0.13 0.14 0-07 0-07 0-25 
200 0-06 0-06 0-19 0-20 0-10 0-10 0:36 
50 0-08 0-08 0-25 0.25 0.13 0.13 0 46 
300 0-10 0-11 0-32 0-31 0-16 0-16 0-58 
50 0-13 0-18 0-38 0-38 0-20 0-20 0-71 
400 0-16 0-16 0-44 0-44 0-23 0-23 0-83 
50 0-19 0-19 0-51 0-51 ()-27 0-26 0-96 
500 0.23 0-2 0-58 0-58 0.30 0-30 1.10 
50 0-26 0-25 0-65 0-65 0-33 0:33 1-23 
600 0-29 0-29 0-72 0:72 0-36 0-36 1-37 
50 0-32 0-32 0-75 0-80 0-40 0-40 1-52 
700 0-36 0-3 0-87 0-87 0-44 0.44 1.67 
50 0-40 0-40 | 0-95 0-95 0-47 0-47 1.82 
800 0.44 1-03 0-51 1-98 
50 0-49 LIL 0-55 2-15 
900 0-53 1-20 0-59 2-32 
50 0-58 1-29 0-63 2-50, 
1000 0-63 1-37 0-67 2-67 


UC Etim EIEN UES SEO HESS 8, KUEVSPHGO RA 
HED Baer & LeBES AK, 碁 だ 近似 の 値 な る を 以 て , Schima HEBEA © 750°C 
ょ よめ 1000°C 迄 計算 上 得 た る 熱 膨 須 も, DI APNEISES BO LEA GS 


4 
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ヽ な の 。 SHO —BL LCRROMMWIE e# CRUEL ROM し 。 
Bis oe aU ERG & Schima HEBKEO 
温度 | 米山 産 |Schima 産 | RMAROWMMR SEE ARI, これ 
OT OY WO RAE 2 LOBE AIC, HER 


200 0-41 0:36 
500 1-34 1-10 [ap Aig — ate) = ; Fe 
800 9.07 oe は 第 三 表 に 示す が 如 Lo 但 USchima 
900 2.50 2.32 O) if SRF = Als re 
200) 250 | 232 | 産 の 必 折 率 は 今回 新 に 測定 せる 者 な 
Do 
第 三 表 第 三 表 ぁ 見 る に 
« B it ; 
Diopside (Sano)1) 1-6732 | 1-6795 | 1-7006 Schima FETA O 
Angite (Nishigatake )2? 1-6859 | 1-6917 | 1-7105 JEPA(R ARB LY 
Augite (Strombol:)3) 1-693 1-699 1-719 
Augite (Schima) 1693 | 1699 | 1-719 2) HERG O RHF 
Augite CYoneyan'a) 2 1.695 1-701 1-722 
Augite (Renfrew)5) 1-6975 | 1-7039 | 1-7227 aE 4s SEU es 
ARUBA & (dh 


BREIL P 3 位 に て 僅か に 2 叉 は 8 品位 異 な ぁ る の みな る を 以 て , HIB 
も 近似 する 者 と 見 る べし 。 
) 
Schima HBR O 1b 2237 Aris. eR が 1875 年 に 謎 表せ る 者 あの 。 


BN 
Si0g=51-12, Al203= 3:38, FegOg= 0.95, FcO="5.45, 
MnO= 2.63, MgO=12-82, C O=23-54, Total=99-89 


) 
な り 。 こ れ や を 近年 Washington 氏 の スト ロム ボリ HERR 2 HO る 者 と 比 
PES DLP GSES BRAD ALI HBT SB BWA Dhl Lo 


1) TEED, 瀬戸 國 勝 , 上 田 潤 一 , 地球 , 第 9 4B, 406 頁 , 昭 , 3 

2) R. Ohashi, Mineral, Mag, 19, 173, 1921. 

3) S. K6zu and H. S. Washington, Am. Jour. Sci., 45, 463, 1918. 
4) ih FE OR at (COE 

5) E. A. Wiilfing, Tsch. Min. Pet. Mit., 15) 29, 1896. 

6) Rammelsberg, Mineralchemie, Bd. 1, 409, 1875. 

OG 
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BES AIK FEBRA & Schima FEERG & (SICMDTAR ICH Call 3 Fetus 
LBM & MIEWOKG SS Lo KIC MHOMMIE IES HK ASSILA 
BAT AVR LIBS & 亡 に し て , KU E OWA OFA % Kis (Sk EL UTI 
卓 構 造 に 因 る べし , Schima HEMI DO 800°C CHE TRIAS 4 Ik BAD 
色 豪 に よる ベ べし 。 HNAORMGAE ICS TISKABRS SP HSSLo 


評論 及 ME 


TIT Ris Bey Ossetia (7) 
Met 高 根 BR 利 
13. SBMA REO MIE 
他 の 無機 化合 物 よ り BE LC, SERRMBB He Web UC 取扱 ふ 理 由 は 主 に 
次 の 如き 性 有 短 に 基 け 0 の 。 標 式 的 無機 臣 類 中 に て は P, SRC] の 如き 原子 は oO 
原子 と 共に (PO) CSO』)” 及 C(CIO4) な る 構造 群 を 構成 し て を 等 の 群 或 
は 酸 根 は 人 金 局 原子 と 結合 し て 看 を 形成 す 。 (S,0,) OM S RIC BH OH 
SFT 2 Eb CHORUS AA HEE PS CSIR ICES SEL So BE 
PREBFAS, D< OMSMBRt SBR LOMSE OMMSSHES, それ 
(EBC ERE PIS TK (SiO., HD HE SAT Si-O Complex が 容 間 に 無 
PRICES SM SHAT LU SRE Oo C OPIRDEENBEEO ABET 
BER EY LD, AO Si DARA CHHRRICR OS C の 役割 に る 比 
すべ き 働 き を 起 さ し むる と ころ の も の な 0 り 。 C.C OMB IR LEER 
中 の Si と 他 の Si 原子 と の 結合 は 常に その 仲介 と な る 0O 原子 に よめ て 影 緒 
きる 。 SMLORF EFI CHORBMR UK OHMS AED RAS, この 
群 は 一 , ご , SATE AERIS BERL, 酸 根 に 上 比 す る も 可 な らん 。 Si ld, OM 
FEES Self-contained の 酸 根 を 形成 する P, S, Cl 原子 と 連 績 イオ > ン 格 子 


評論 及 ae 283C29) 


= 


を 形成 する 金属 原子 Mg, AL COPA. ALES ¢ OWNS Cy 
に si を 置換 し 他方 Mg を 置換 し て 二 重 の 役割 を 演 ず , Z trbe le 週 期 律 表 中 
の この 和 刀 に て は 元素 の 性 質 が 連 績 的 に 層 移 する を 見 る 。 

P, S, Cl 等 が 長 展 し た る 酸 根 を 形成 する と 同様 に , Si Ud Biz ARE Ci 
O,)*- を 正 琶 忠 中 に て 形成 し , また より 複雑 な る Self-contained FIZ 
成す 。 か く の 如 き 場 合 に この 構造 が 分 離せ る 酸 根 と 金属 イオ ン と より め 構 成 
SRE O LAGS I EMO MPRA HU S CIRO ZIRE 
SREB = FEY PRA OFF E LS <b OPER PIM 7% SPEAK OS ShrlseY 
Bij (— SEAR RBHA 1b A 2 aU ST AICO LIE USER 3 tute S ABEOEE 
MAT S~EODEO. DS OMS EDMAKI Tk S ORK HAE eG 
LESBHHAC SiO HORHMEReSRCARS END 69. その 根本 
MOpeAKit 甚だ 異 れ ども , 有機 化合 物 に 於 ける HEB MRL LESS 
DADs 

SCART S tute SIL CO sada HEE CIA T, Si は 40 ROE taht 
oe RON se 
定量 的 Xx. 線 測 定 の 結果 に よれ ば Si 4e の 電荷 を 有 し , O が —Qe の 電荷 
を 有 し た る 場合 より も よめ 多く の 電子 が Si と 結合 し ,0O に は ょ より 少く 結合 

る こと を 示せ り 。 し か れ ど も この 群 が 酸 忠 構 造 中 に 結合 され る 仕方 を 


療 ふ る に 営め て は この 群 の 内 部 構造 は 第 一 炊 の 重大 性 を 有する も の に あら 


So REBAR L UTIL -4e な る 電荷 が 4O 原子 の 聞 に 等 し く 分 布 せ る が 如 
く 架 動 す 。 之 等 の O 〇 原子 は , Si に 附属 せ ざ る 他 の 0O 原子 と 同様 に ,O 原子 
中 心 間 の 大 約 の 距離 が 2-7 A な る 一 般 法 則 に 従 へ の 。 

正幸 酸 忠 類 に て は SiO, BEIRBIILZE O 0 他 の 蘭 酸 皿 類 に て は SiO, TEE, 
夫 等 の 二 つ の 群 に 共通 な る ぁ る 一 つの O 原 子 に よめ て 結合 され CLOOVN ME 


"が 隅 を 共有 し て ), 控 の 如く し て 更に 複雑 な る Si-O 群 を 構成 し 得る な る ペ べ 
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Loli < FEA Site 4 OR FISMHOMR FILS LD CMBRA ER RIAA o 
BMSZ2,O0 RF OURO EES F OMB HSNO Si ATE OFS 
カ 線 と 中 和 し て ARVO PET LDLANGS, EKEAG 
原子 條 標 を homopolar と し て 有機 化合 物 に 於 ける も の に 同等 な り と も 考 へ 
得る な 0 め の 。 外 部 の 場 が 開 係 する 限 9 そ の 結果 は 同一 な り 。 一 つの Si RF 
に の る ふみ 結合 せる O 原子 は —e KORMPAT SDM < BTR E’, 二 つ 
の Si 原子 に 附 選 せる O 原子 は 残留 原子 信 を 有 せ ず 。 一 つの Si に 結合 
る 0 原子 の 有する BES, 他 の 原子 Oo”, OH’, F に 於 ける 電荷 と 共 
に 金属 1 オン に よめ て 中 条 さ る 。 

BAUS, 正幸 酸 皿 に 於 ける 寧 一 の SiO, 群 を 結合 し て 形成 され て , 血 も その 
ZS HHI) EE Mee HRI FB E 2 AD Si-O Complex Sacha る 事 を 得 , 即ち 
Cd EGLO OD TS OS CO 
tg OH CHS So 複 正 理 酸 臨 (diorthosilicates) の 結合 せる 2 四面 盤 , Beryl 
ORIG S 6 WMS OPI Oo D< DM SHILA SHS EB 

BRT KO CHEE S tute BGBET AMBIR O と 参 へ 得る な る ベ べし 。 

b) Si-O $8 Pyroxene 及 Amphibole 中 に 見 出さ れ た る が 如き も の な り 。 
Pyroxene の Si-O 鎖 は 可能 な る 形 中 の 最も 簡 澤 な る も の な のり 。 各 四面 艇 は 
その 0O 原子 の こつ を 共有 し , 4 OMB BOM (SiO,)” な る 成分 を 有 
Fo Amphibole に 於 て は , この 如き 鎖 の 二 つ を 相 並 べ て 結合 し て (Si』0,)°~ 
な る 結合 が 起 る も の に て , この 過程 は も CAMS Ss と せ ば 以下 記さ ん と 
する 和 群 の 結合 の 型 を 形成 する な らん 2 

c) Si-O 居 Zk HARALD Mica BORD ICID KA 4D LARS So 
Ar LA UMEEEEO 3 O 原子 が 他 の 群 と 結合 する と せ ば は , BOO は 自由 の 
WE UTHSNT O-Si の 比 は (Si。O。)2 ゴ に で 表 は さる 。 

d) SICH) Si-O 網目 構造 ERO BWR SDMS LORO. ZH 


“atta O 
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最初 に Machatschki に より て 指摘 せら れ た る 時 , A (SHRI, SBIR EDS 
合 さ れ 能 ふと ころ の 廣 大 に 人 姜 展 せる 酸 根 の 如く , BBB A HRI 
な る 綱 目 構造 を 得る 含め に , Si を Al に て 一 部 分 置換 し た る も の と 想像 し た 
りき 。 こ の 最も 閉 し き 例 は Zeolites な め 。Zeolites に て は 金属 イオ ン が 互 
に 置換 せら れ , BRED BME UT & その HIB HE (SIE OBME 4 SOS 
る な り 。 

Ze O SERIA) 7x DB AAI AY BERS O-Si 比 が 連 績 的 に 減少 する こと を 示す 。, 
次 の 簡 澤 な る 例 に より て も それ を 府 明 する を 得 , 


SiO4 TESERREBEE 
Si,gO, Complex 
SiO; 53 I 

Si20; ie 


SiO, or (Si, ADO, 三次 元 的 網目 構造 

ZEO Si-O 群 は 人 金属 原子 に より て 結合 され その 人 金属 原子 は Oo 原子 が 大 
FEMME DSS MBSR ee AIS EES. 一 般 法則 と し て は , 小 な る 1 
ォ > ン 征 篤 を 有 す と され る 金属 に て は それ を 和 園 続 す る ORTORLY<S, A ~ 
DtOHOK(S&£ O 規則 的 な り 。 し か れ ど る 金属 原子 の 周り の 閣 の 型 は , — 
SLO Complex の よめ 堅固 な る 型 と 調和 せ さ ざる べから ざる 色 め 結語 に より 
CHES, 首 酸 忠 に 通 有 な る 或 金 局 原 子 の 場合 に は , この 群 は 甚だ 規則 的 に こ 
L Cinta 0 t ORE Br t DCH S 6S LANA PAIS BBS O 
(22 Pauling (S86, Be, kid HFA ST 4 IN SIES MBOMES & UTHIS 
せめ )。 Na Ca’, K’ の 如き 陽 イ オン に て は その MUSA F OMWER RA 
ほど 不 規 則 な め 。 結 唱 構 造 の 最も 一 科 的 な る 記載 を する こと は 年 箇 の 大 な 
る 0 原子 が 多少 規則 正しき 群 と な る 如く 構成 さる ゝ Si-O Complex の こと 

PERNT ALC LHhO. CHBEOH PCE BRL DCS rT BHO Hee 
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構成 す 。 

AL は 複雑 な る 群 中 に て は 一 部 分 Si を 置換 す 。 王 酸 堅 の 構造 を 上 述 の 型 
に 分 類する こと は 四面 角 群 中 の al が Si と 同 -- と 取扱 は れ 得る か 涯 か に よ 
る , され ば 選 等 の 型 の 聞 の 境界 は 幾 分 任意 的 の も の な り 。 

同 像 的 置換 Cis, BI FPO OLS ORR F KIS OH HOBOS — 
i OT BE 
に よる 等 の 置換 に て 生ずる も の な り め 。 FERRER DEBS Pre MT S tuts SNF, 
その 原子 成分 は 結晶 構造 の 型 に 特有 な る ,O 原子 敷 の 一 定 な る こと を 其 と 
し て 表す べき な り 。 か くす れ ば 化 由 分 析 の 結果 は 理解 し 克 く な る 理 な り め 。 
原子 成分 を 表す に 党 り て OM FeRRMT OC LIL X 線 解析 が 應 用 さる 
ゝ 迄 は 大 い に 看 過 され た りき 。 一般 に 構造 の 寧 位 中 に は Oo 原子 を 附 加 す 
べき 充分 の 容 際 な く , LZ RAE ST Auld 規則 正しき 群 を 破 壌 する に BAN 
Lo BES 1927 年 に 筆者 は , FERRIS EI EO Oo 原子 を 有 し , BB 
0 2 かー 定 に し て エ る 衝 の に 
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その 後 の 研 究 に よめ て 充分 に 譜 明 され た り と 言 ふ を 得 べ し 。 

球 酸 忠 類 は , Si, O BE IBIRT- OIC LCRUANIS & LT it SNE 
と 無機 皿 閣 と の 中 間 の 位置 に 位 す 。 SEARED LO Si-O Complex ##E# LU, 
CAE 7 PBR と 比較 する こと は 任意 的 な る ぁ る も の に し て , 恐らく 内 記 逃 の 便利 
DiS 6 Ao この 見 方 が 任意 的 な る ぁ る こ と は , Al が 二 重 の 役割 を 有 し て , Si を 
置換 する 一 方 に 二 偵 金属 を も 置換 する こと に より て , 増 大 する も の な り 。 知 
人 は Si を 人 金 局 原子 に 替 へ て 群 を つく り め , 全 構 造 © 原子 が 約 2-74 te BAe 
遍 的 間隔 を 以 つ て 相 隣 接し , その 間 に Si と 人 金属 原子 と が 散 布 す る と ころ の 
ORFRABLGS62HNL. 然 れ ども Si-O 鎖 を 金属 と Oo LOMO 
電 原 子 信 標 に 召し 特質 的 に 異 る も の と し て 選 探 する 方 よき が 如 し 。 そ ね れ 牙 


。 評 論 RH & Ce ETD 


= ate 


吾 人 は 金属 原子 と 共に 充 幸 され た る SLOG Bird UTA SAR 
か ら ず 。 SiC BUS ZERO ORT, F Lik OF HORT (ARE CAR 
さる 。 Si-O RANCHES OAPI TRS EIB CWA I BO SiC 


BSS O と の 間 に 接 る, 25 に 属す る O 原子 は 残 昼 せる 電場 を 有 せ ず 。 
その 結合 は , 原子 の 配 烈 は 結晶 構造 が 最小 の 位置 エネ ルギー を 有 し , 最大 の 


安 守 度 を 表す が 如き も の な ら ざ る べから ず COARHSSR SE ODS SM 


き 称 態 を 表せ め り 。 そ の 間際 に 小 な る 金属 及 Si イオ ン を 有する , 大 な る 0O 原 
FA4-ORGICO と 参 へ 得る と ころ の 複雑 な る 無機 皿 の 構造 を 分 析 せ ん 
と する 筆者 の 最初 の 企 彫 に 於 て は , 最小 位置 エネ ルギー を 有する 短 滅 は O 
RFRA PIB 1 7» ACS BMRA 6 陽 4 オン が 最も PLT 
Wohi UC HEEL LIBS LBA O So 1 + RRC BEY LOSZZ 
SOLE EK S LOLA GHEY So Pauling LRORMERT 
18 PGA BSC ORES BICRB hk CRITTER REC LAKO. 2 


の 法則 は 最も 廣 義 に , Bi + レ は 陰 イ オォ ン の Ba LC tChREOR RE 


全 結 曲 の 何れ の 部 分 に 於 て も 中 和 す る 如く 配置 せり と の 意味 に 逃 ぶ る こと 
を 得 べ し 。 カ 線 は その 電荷 を 敷 量 的 に 表し , ABET 4 4 BOM CH 
9, 陽 1 オン よめ 陰 イ オン へ 伸 さ れ 得 SK Yo Pauling (EE 44 DRS 
MHS. bei, KOS MBOHEO も BARRIMeHALAS 


(BIO EMO o HIS Z OLOO AD’, HBC AERO AD TEE UT, 


NLD & ODA S SD OREN ACB UMMA se DAR BLN B Dem 
200 CHEORRSEBIHY A & FS BAM mada Hale] OHO sere Ke we whe 
する を 得 し むる を 以 つ て 甚だ 有 カ な る も の な のり の 。 

#LORF CRF RIS OH) LEBRSREOMLMEST ORF ERE 
AS 4B, EAE Mun HEB DE 6 tei O と せ ば , それ は , DEW C, 
FIRS SD OMOG LCM UCERS LSMRP RASHES 4% 
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bAc 人 金属 原子 の 周り の O 原子 の 規則 正しき 群集 に 開 し て は 己 に 論議 
nko, 各 O 原子 の 周り の 人 金 局 原子 或 は Si 原子 の 群集 を 考 ふ る こと 8 同 
様 に 興味 多き こと な り 。 

HE, 一 の O 〇 原子 は 2 3 BIS 4 陽 4 + > の 間 に 横 た は る 。 若 し こ つ 
の 腸 イ オン の 間 に あ る と し て , それ が 2Si な る か 惑 は Si と 他 の 一 つが al 
或 は B の 如き 原子 な る か な ら ば , 二 つ の 原子 信 標 は 大 約 一 直線 上 に あり 。 
若 し 三 つの 原子 の 聞 に 横 た は る と せ ば , 相互 の カカ の BSP¥AS Zs 
ず , これ ら 5 の 三 つ の 康子 僕 標 は 大 盤 力 の 三角 形 を 表 は す 。 O MT-2 FEE 
LUSCESLO LS ORFHO FIR SiO, FOKAEOBDKC, この 
力 の 三角 形 的 下 衡 は BEPBME BES BS, この 構造 に 特異 な % MASS BE O 
て X 線 解析 に は 大 い に 役 立つ も の な め り 。F 或 は OF MELE LIER TE 
標 が ル て 一 の 生 園 上 に ある 如き 位置 に 見 出さ る ヽ ゝ は 著 し き こと な り め , Sie 
FMD DE 5 OC SD 54 SATAY 征服 され た る に ょ る か , 或 は その 
群 が 偏 極 す る か に よる な る べし 。 各 陰 イオ ン の 周り の 同様 な る 原子 優 標 の 
配置 は 陽 + オン が 廣 く 散布 せる 結果 に し て , 相 隣 接する 陽 イ ィ ォ ン 間 に 陰 ィ 
7D BNI 3 BS 2», SHEET BPG ABI O LAO 
FASS ZOE 2S RUE DB OB x A ギー を 有する 傾向 ある を 表 は す 別 の 
旋法 な り 。 こ れ 等 は 力 措 系 の 下 衡 を 老 ふる に , MRS BNO EL Hone 
D, 或 は 最小 位置 エネ ルギー を 有する AE 2 RES DO 二 つ の 方 法 に 相 
温 す る も の な り 。 


ee eed] < (OC, この 名 著 の 意 を 誤解 し , MILKED ASL 2 ARI tw 
DS SVYS EOL LOZ AHSANSPRMA, それ ら の 許 を 筆者 に 全 ふ と 
FRAN UT も 過 を 陳謝 す 。( 斉 者 ) 
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14970, SREKRACHT Blt eR 
SES CSE VES PT 716 WTA BY IC Bet 

6 MEH AO ABP IC, Ra LOC 長石 

PI OBMENT . SAAT OVE 


Bay RU IER ARPRE & 決定 し , BALE 


分 析 を 行 ひ , 水 長石 な る 事 を 確定 せり 。 
BIS 21.518) Y ニ 1.524, HERS Aye te 
StARED HERA Ik, SiO, =62-71, Al, 
O;=17.19, Feg.0,=0-90, MgO=0.90, 
Ca0=1-26, Na,O=0-65, K,0=1466, 
H20) =1.53) Total=99.80 に し て , と 
れ ょ より Or, Ab, An TFREMT IA, 
Or=88-03, Ab=5-60, An=6.37 と な る 。 
{8 LANDER Hy ih FS I< BORED & LC HE & 
BH LRELRT, AAKCABBCH 
FoATMORBMOR WHY Cee 
EBaLH, 1, 15~18) 1930) CHA) 
1471, SBEOWIVICHT Be 
ADRS 砂金 層 と PRU, TE SELENE OTE 
XBL zY YOPUAP CENT. 
き 0.23~0-12 mm O/pie 3 REM HA Ze 
L, 874), BRARED BORR 
ERAS o AUR Ler 4 br LoRe 
物 は DAEMES AL, HAIGH © 酸 
化物 に 就 て 孤 光 え ペ クト た 分 析 を 行 ひ 。 
Ny, Er, Dy, Y, Ce 等 の 諸 元 素 の 存在 を 
HE DIV 9 CWSHWELIEM:, 1, 19~23) — 
19380) CHAS I 


1472, SBREPEBAICRT 國府 分 次 
著者 は 砂金 の 産出 を 以 て 有名 な る タッ 
+ VAWOIC RC REO ARE tT 
せり 。 CHEOMALILHOKDK &£ YV 
二 種 に 分 た る 。 HE DMOGRIC bait 
IEE KIC LU CKRE ORB EATS 
も ゃ も の は チタ ン MIO 一 種 と 考 へ ち れ , th 
HRA UCM ame Bes At 
る も の は マン ガン の 酸化 物 に し て , そ の 
PICKER OB TY UYIRLRU. C2 
WE SUEAZES, 1, 58~60, 1930) CHAS) 
1973, SES AEP ER 
=F HRA aegyrite-augite (PRM) 
産地 REBAR AEA 
BUEG diopside (Hitt Hh) | Be 
産地 RENTERS | 
J£-+-0A forsterite Cape 
産地 感 鏡 南 彰 端 川 郡 北斗 日 面 
大 新 里 
天 晴 石 celestite pen) 
産地 Sede Bas hn 
沙 島 里 
重 上 品 石 barite ( 苑 結 品 ) 
産地 WGA Ste Ae eB 
C45 ie HES BE 14, 1~18, 1931) GHD 
1974, 石英 に 於 ける 異常 後 効 果 7A 
1507 2338 
1475, Figse & Bash é DHE 
ARH 1488 28% 
1476, B,H,, の 結晶 構造 Miller, H. 
AMG fhe 反射 測 角 器 に て 測定 し , また 
Bhi & WE LC RASC ATR IC BT S 
RAV, < OWPAIE a: dD: c= 0.6935: 1: 
0.2728 ME EC より て その MAL 
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子 の 軸 の 長 さ は a=14.46 A, b=20.85 A, 
c=5.69 A, XB waa AIA) Fh HO 
極め て 信ずる に 足る X MAKEMSTC 
LORMBAV, な る と と を 決定 せり 。 
比重 0.94 を 用 ひ て 単位 格子 中 に 8 分 子 存 
“EF SEHNYV, COBMHROMM LE 
BUT B,H,, C=O — HEA & te 
LT, 4 OBR V, Can. Cav の うち の 
何れ か な りり, BoHy, Okt SAB Ci, 
Cro C, の 何れ か な り と 。 単 位 格 子 の 容積 
と 原子 の 大 さと ょ より, Kettenstruktur の 
Kette は 一 直線 上 に は な く , IRC HDS 
か , 或 は いれ づか 頃 曲 せる か な りこ と 。 恐 
らく Naphthalin に 於 ける が 如く Doppel- 
ringstruktur な ちら ん と 。(Z. X. 76, 500~ 
516 う 高根 
1477, Hambergite Be 。BO.。CO 了 HE) 
O#EERHIE = Zachariasen, W. H. 
Madagascar #& Hambergite を Laue 法 
WOE HIER Bragg © HOW TR BE EE IC 
ょ り て 研究 し , ARAB ABE VE に 
局 し ,a=9.37 A, b=12-18 A, c=4.428 A 
中 に 8 分 子 を 含み , ET Brégger の 求め 
た る HAS a: b: c=0-7988 : 1 : 0.3629 の c 


nex. y Zz 
Bere alee E66 L658 
Be | 85 | 25 | 165 
B 45 37 | —10 
Opal. | 66 |’ <-60 
Oy | 735 | 37. | “100 
On 70 13-5 | —60 
OH |—60 66 60 


を 3 すべ き を 知れ も り 。 凡 て の 原子 は 一 
EEA fk IC TEE LEER 21 SY THOM 
bo 


8 


© OBER (a FEE REC LCI RE 
する に MR Hs, MAE im KY HE 
ARN HEE & HR L Xx 線 測定 に 合致 する 如 
《 歪 まし あて 決定 そり 。 Be は 凡 て 30 
RULOH に て 園 ま れ 規 則 正 し き 四 面体 
の 中 心 に あり , そ の 下 均 は Be-O, OH は 
1.74 A, 四面 体 を な す QO-O, OH PFU 
2.80A な り 。B に は 正三 角形 を な す 300 
中 心 た に あり て , B-O DFE 1.35 A, O- 
O は 235A な り 。 之 等 の 四面 体 及 三 角 
珍 は 只 隅 の ら み を 甘 有 し て 結合 さる 。O 原 
子 は 2Be 及 1B に , OW イオ ン は 2 Be に 
OBESE So Pauling CAPER FRA 
衡 則 は ょ く 成 立 せ り 。 最も 近接 そる 2Be 
に 開 し て OH HOLH SBM OH が 
偏 極 を る と と を 示せ り リ 。BO。 三角 形 の 
WENICFGKCHEL, BOIc APRA IR 
き 重 屈折 を 有する も ゃ の こと 解 穫 せら る 2。(Z. 
X. 76, 289~302) Carte) 


1478, Skapolithe D{ES Borg- 
strom, L. H. 
RR OLB DH OMRE RM ( ATL 


RO i & Hi iw SHB LIV 

1. Skapolithe は 3 NaAISi,O..*NaCl 2! 
の も の に て , WRADT NadlSi,O, と 
灰 長 石 分 子 CaAl1Si 。O。 と が 同 像 前 に 置 
換 す る と 考 へ た る Tschermak の 推定 は 
完全 に 正しき と と を 知り , NaCl の 代り に 
CaSO,» CaCOg, CaCl。, NACo By 
は Na。SO。 が 含ま れ , Nak Ca と は 原 
FRRRICS OFLC 原子 置換 を な す 。 

2. Oxydmejonit は 存在 せ ず 。 

3: 多量 の 草 長 石 分 子 を 有する Skap- 
olithe Id, その Salzteil に 灰 長 石 分 に 富 め 


wb 


る も の より る も 多く の I 及 Na を 含む 。 
4. Skapolithe の 成分 は 次 の 成 分 分 子 ょ 
y り 構成 さ る 。 
3NaAlSigOg-NaCl—Chlormarialith 
3 CaAl.Sig0g-CaCOg==Carbonat- 
mejonit 
3 CaAloSigOg-CaSO4=Silvialith 
CSulfatmejonit) 
3 NaAlSig0g-—-NasSO4= 
Sulfatmarialith 
3 NaAlSig09--5-NagCO3= 
Carbonatmarialith 
3 CaAlgSigOg-CaCl g=Chlorid 
mejonit 
Salzteil に 一 - を 有する も ゃ の ある 理由 及 
び Oxid ee REISS 理由 並 に 
H,O REZEKZUIOLRATTVL 
と と を 述べ た リ 。(Z. X. 76, 481~499) 
(高根 〕 
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1979, ZRSOSRICMII StiRtAe 
BRACE ORE Lehmann, E! 
著者 は 束 ア フリ カ Nyassa の 北端 の 大 
Pa AA ER (Kondo-Poroto 火山 ) の 原 岩 
REGKAM SRY LOREOT KH 
FEV. WMC Rt 6YNAROs 
石 は Essexitbasalte, Atlantite. 
4g BGA IT EO BRA O th © ME 
質 の 他 地 方 の Plateaubasalt, Essexitbasalt 
と 一 致 せ る を HNL, Cx 異な れる 分 
(AAD (tye EY Norm & S44 Lik 
等 を 以上 三 つ の 玄武 岩 型 の 性 質 と 比較 し 
玄武 岩 的 岩 羨 の 早期 の 営 展 階 竹 に 於 ける 


Basanite 


& 29137) 


OR Essexit- — 
basalt, 或 は Atlantit 或 は Basanit と し て | 
Ei 3 Pic COMMER ORF RS | 
分 化 現 人 象 は 種々 な る 結果 と な る と 言 ~ り 
即ち 結晶 現象 と 分 化 経 過 は 互 に 開 係 し 原 
43 O Essexitbasalt の 如き 凌 唱 作用 を な 
せる も ゃ の は 残 燈 液 を し て Trachydolerit: 
更に 進み て Trachyte を 成 生 する が 如き 
BE te = LD» Atlantite の 如き 結 唱 作 
用 を な せる も の は Tephrit 更に 進み て 
Phonolithe の 如き 岩石 を 生 ぜ し むと 謀 け 
り 。Basanit O¥i AaTEAA IC BERR 3 Be 
RERORWOKDKAREOREKT 
は 不 充 分 な る も, 前 逃 の Trachy andesit, 
Kenyite ARK YR ARK Bes oK 
{ Siw £5 (Min, Pet., Mitt., 41. 8~57 
1931) CSF) 

1480, Granitpegmatite の Geoche- 
misch-genetische $ #45 (LRET 
Fersmann, A. 

Pegmatite (1 GIR Ap REAM & Aik 2 
る さき も ゃ の に し て , WBWHt-He, HB 
BRD OAD © WW (MRD MES 6 Ae 
に 依り 規則 的 に BE OL, 結 品 作用 の 正 し 
{ 一 定 そ る 進化 経 踏 を 示し; magmatisch 
&i2] k Y Pegmatoid-pneumatolytisch, 更 
に BOK REM Etappe 迄 あり 。 
pegmatit の 結晶 趣 園 は 800°~100°C の 
間 に し て RIE 10 級 の 温度 相 に 分 類 し 得 
bar, HOM 600°C と 400°C の 二 っ の 一 
JER SRKRC AA? Oh, ROH * 
OUR CHE LC 10 種 の ERB 
を 供給 す 。 以上 の pegmatitbildunger は 
三 っ の 主要 列 に 組合 せ 得 らち ら る 。 


Granit- 


29238) 8 


oe 


CA) reine Linie に し て 花 論 岩 残 溜 燈 
液 の Pegmatit に 属し , 隣接 岩石 の 働き に 
KV BME et bDHYSb.OwTV, 

CB) Kontaktlinie に し て Granitpegma- 
tit BRICK 隣接 岩石 の 一 部 分 を 同化 
FRE VMLEL MCG LBE TS LO 
な すり 2。 

CC) Magmatische Linie に し て 隣接 岩 
石 と 残 溜 燈 液 と の 間 に 相互 作用 を BEAR 
し 新しき Bit & Wi KIC EC 
の な り 。 Pegmatit MAA UT 成因 
Ay, AERA. A DANY I HS th AKA 
Oik UL MMW te S HK & MAT 9 
(Min. Pet. Mitt. 41, 64~83, 1931) 
CHEF} 

1481, アイ ル ラ ンド の Ards Peninsula 
の 岩 須 Reynolds, D. L. 

Ardi Peninsula は Co. Down の 東部 を 
構成 し 長 さ 約 20 mile 幅 3~5 mile あり 。 
tka td Silurian age の slate RU grit に し 
て , 走向 は S. W-N. E. CUT, ROS 
MRA ZICHARY o COMM LHI HE 
STI faalt bh, BRC S AK 
は 古く し て crush され , HAOMBE SL 
母 岩 の 走向 に 従 ふ , AMOR AH 101 に 
SEL, この 中 gis hs 3 feet に 過ぎ ず , 
ZAZA lamprophyre に し て minette 
RUF IK vogesite!< CT, HERDEY 12 SRA 
RA SERA BREE, BAA, BEA, 
Be, BURA, WRK, ARIK LC, 角 内 
右 は 移 な る 場合 に の み 存 す , 叉 石英 の phe- 
nocryst RFEBO xenolith は 明 に 母 岩 ょ 
り 誘 玲 せ られ た る も の な り , 北 部 に HS 
4a KIL ( し て uncrushed series な り , Z 


KUO ORKS )t, 一 は 角 商 石 を 宇 と 
L, HABRSERE SMALE と する 震 
IRC Lt, AR ABs B—-ICHAL Vo 
2& 8K AST Hormblende-porphyrite 
vogesite, Spessartite, Feldspar-porphyry と 
Fo 次 に MBA, MAMA RAL ake 
Pyroxene-minette & Kersantite, Hornblen- 
de-minette, Pyroxene-vogesite Kb, 2 
等 包 て の BIO 分 布 及 性 質 に MST x 
べべ , Hornblende-porphyrite に 就き て は 
BARU ANA BAF ICH S BOK 
LC, KBPRRAARMMZE LV LT 
Porphyrite POMBE A i SMA A O 
成分 を 有する 事 を 明 に せり 。 (Geol: 
Mag. 68, 97~111, 193L) CHAD 

1982, Turkestan, Talasser Alatau 
産 の Fergusite Nikolajew, V. 

Yip Beh IC FL 2h ke SACHA AAA & 
Btn & VRS RH AHL PICA & Pseudo- 
leucite OREM AT SE RRe tT. 
Pseudoleucite の 容積 は 標本 の 約 生 ば に 営 
る 。 ERARUIIERA, HA BA, 虹 
MA, BEI LT, RA e UCHR 
JRA, DRS, 橋 石 を 有 し , BSE REA 
HEZA, 方 解 石 を RET. BF OFGE 
(A ERKARBE MP A IBAIRIC LC, FepE RL 
TER ARRA OX RIEL AIT. OO 
Ba AMA OD KIC & YC RAS 
者 な り 。 

AN DUCE RA VLRO UL 5 

SiO, 48:33, TiO, 1-10: Al,O., 
17-46, FeO, 481, FeO 3-47, 
MnO 0-12; CaO 6.67, BaO 0.71, 
MgO 3-10; K,O 9.45, Na,O 2-60; 


<a 


» 
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P20 0.72; CO, 0-69, H,O+ 0-77) 
H,O— 0.07- 

Aa b MOBIC ev 2 F OPyroxene- 
Fergusite, ###BM © Borolanite( Melanite- 
Fergusite) あ り 。 ZECKHBUCHK Als 
Pyroxene-Melanitebiotite-Fergusite tx 
ふ 可 く , そ の 正 長 石 中 に Celsian TT 2%, 
XAT IK Kaliophyllite 分 子 を 含む を 
Pe LS— (Z. f. Min. A, 2, 33~42 
1931) 〔 じ 上田 〕 

1483, Kabardino-Balkan 自治 地方 
SYORIZRISRT Mickey, I. J. 

AE 本 地域 黒曜石 PAG Bi EE, 
KB Dip 比重 測定 等 の 詳細 な る 研究 の 
PER OI & Hi iw LE Yo 即ち 本 地域 
RBA ILREV % te ¢ Elbus 地方 の 火山 活 
HCHRReSLOK し て , 従 つ て と れ 等 
血族 岩 も 赤 欧 き に 著者 に 依り 旋 載 され た 

@Karatschaik り の 黒曜石 類 に 相 営 せり 。 
Wernadski は 自然 ガラ ス を = 20 Gene- 
tische Typen 1- 燈 岩 中 に 分 離せ る 部 分 , 
2. Giinge, Decken, Stécke 3. Lockere 
Produkte, 火山 灰 , 砂 , に 分 類 そ る が 成因 
HOPE FAROE 4 より し て Ae 
BEAN TEGO Aa © WH Maa & Sd tk Lae ¢ 
と 結 さ ミリ 。 (Zbl. Min. Geol. A. 10, 416 
~ 428, 1930) 〔 河 野 〕 

1484, “Pressure-shadows” と 岩石 
中 に 於 ける 太 物 結晶 方 仁 の 測定 Pabst, 
Adolf. 

“ Pressure-shadows ” は 片 理 岩 内 の 
Porphyroblasts JE % (PS HEE bE RIE 
h 3h, Mit re 1K BCHHKIG 
Ri Y > MERRIE California, Mother 


Lode 4h Carson Hill に 於 ける Gala- 
vera 統 岩 石 中 の 黄 鐵 克 Porphyroblasts に 
見 ちる 。 “shadow” OFFAL し て 岩石 
DF HICBF SB Porphyroblasts の 方 位 に 
BURT o HU BIMBO Cube face が 片 理 
に 直角 な ら ば , “shadow” は 一 般 に 四角 
73 BM eBL, R Cube face が 片 理 と 
BR? EE PRLS. 多く の 場合 
“shadow” (i BA 3 #AHIIE L & HEE & Ay 
L, BMC LOC EF So ko HERD 
Zt 多く の 場合 石英 に し て , tiv CH 
泥 石 , PRIA HLH GAA 2 OMA te 
Yo “shadow” BHR V RBA A 
SAT D REFS Ii Ui] UL TE SEL OCS AB AT IS Wh HE 
Lt Uo Wii LD CREASE & A CHORE 
長 方 向 と 光 軸 と の 開 係 を Le NE, そ 
の 間 一 定 の 開 係 を 見 出す 能 は ざり き 。 か 
S BEAR Frit, O. Miigge の 論 
ぜ る 如く , Porphyroblasts & Bka の 間 
隙 の 成 生 速 度 と 石英 灯 の 成長 速度 と の 開 
係 に ょ っ つて 左右 を られ , 即ち 今 の 場合 は 
AMER OD BAC , ERE AS 石英 粒 の 成長 速度 ょ 
Y JED Sf & & k~z% Vo (Am. Min. 16, 
55~70: 1931). CER) 
1485, KTS Harrington, V. . 
F., Buerger, M. J. 3 
AH, 般 石 , 球 孔 化石 等 を 初め , KR 
WB S3e J US Cryolite it 42 DAE IK PE 
知 の 人 工 無機 化合 物 は 1.45 WF © REAR 
HS. ZEOMAARM LIZ IC & 
y 容易 に 識別 し 難 き る ゃ の な り 。 何 と な れ 
EH MO IW L, それ に HES Siz 
WAS 溶解 作用 を 有する か , Kid MOR 
REGS HD, 任意 の 2 液 を 以 っ て 信頼 
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Bes SN 


SK 


し 得 可 き 定 常温 合 液 を 得 難 き 等 の 不便 あ 
HIV, FHKE AMARA Os 
PBR OFS 決定 に た にょ り , 低 属 
HAROWRBLMAALEV, ZHEO 


ee AW=H 1 Fr, リグ ゲロ イン , ガ ン リ 


ー ン シン, ケロ ゼン , は 朗 知 の 無機 化合 物 を 浴 解 
せ ず , 叉 2 液 の 混合 た に よる と と な し に 殆 
AE 任意 の MAE, BPA A 
BC tem nd’, WAM e es 
Wo AL BMRTA S As. 3 OL 
RrkeHnisr, MALY AH LOCsXS 
DAC BMWs Fe Voy pb FS OFF 
あれ 甘 , HECK U Cs, ょ より 高き 属 折 奉 
の も ゃ の に 労 る 事 な し 。 (Am. Min. 16, 
45~54, 1930) 上田 〕 

1486, FARO | DORRHRRMRA 
Gy Ae 

著者 は 遂に 水戸 , 東京 , 我孫子 , 成田 地 
FOVIACMCMFINEA, Muc 
東京 , 横濱 , BR UR hak © 8 
1 A DERM HARRY KD & AL, 
RIC OP RET RRR KAS L Of 
溢 研 究 を 行 へ Yo 

HOR, 横濱 地方 の も の は , RMR 
SOC ASOE LAL, A eRe 
BURA LAL AS % 50% を 占め , 21 ム の 
LEE ES Lo HERA, FN © SRIC 
ERM St o MARM Is TK MBET 
る 試料 を 除い て は 概して 少し 。 BHI 
分 の 地方 別 並 に 垂直 分 布 を 逃 べ た る 後 , 
下層 を な すず 東京 及 成 田 層 に 就 て の 同様 研 
完結 果 と を 比較 し 次 の 結果 を 得 た り 。 即 
DRT UTE ICA ED DAG © FEE XV 
RRR SL CHERBT S91 ale 


と は 別物 に し て , HO MAPA IC 就 て 唱 
へ らち る が 如き 原生 土 に あら ざる べし と 
結論 せり 。 (地質 , 38, 97~111, 112~121 
昭 6 CHAR ; 
1987; 1930FOXAWHIBH GET 
RAWO6 AI 日 及 8 月 200 Oke 
(BEIC SNOW Lo MME G. Raoeng は 1 
AMSAD VIS Se BAe bik 
Yo Krakatau © 1929 年 12 月 7 上 日 に 始 
まれ る 第 11 殴 の 活動 は 1930 年 2 A120 
を 以 て 一 段 湾 を 告げ た り 。 濾 えて 6 月 24 
26.27 日 及 7 月 22 日 に は 注目 す 可 き 葵 
REY 4 Visser 電 士 は この 活動 の 再興 
は 6 月 20 日 の Telokbetong の 構造 地震 
D¥i Hie YL BRE Y 9 Merapi 火山 は 2 月 
Kit 192948 6 WKY RBA, セレ ベス 
Api 火山 は 2 月 4~6 ARB V, 
Vesuv は 6 月 3 日 活動 最高 消 に 達し , 
8 日 に 再び 爆 普 し 燈 岩 を 流出 する に 至れ 
Yo 14 日 ゃ 中 央 園 氏 丘 の 表 基 活動 夏 ん に 
LC a To 9A ORE Bucs 
SUITED te) % 6 
Stromboli 8 AALY 9 AWOKE 
Y HORE NS 2,9 月 11 ORRAARE 
を な せり リ 。 7 月 23 日 伊太 利 Trpino WH 
に 激震 前 ひ , 1464 LOK LRT o HE 
家屋 を 出せ さり 。 WIR oO HRV I Ae 
山 Vulture Vo (OMe BKW OR 
造 地 圭 と 開 係 す る 場合 あれ ば , CLIC 
SWE EGET 9 WIE T OUWRIL Vesuy KH 
LE at & FHL ~XY & 6 Pozuoli の 
Solfatara は 6 AACE U BEICYRRBE BS 
が , Irpino HED FARES V CZ. £. Vulk. 
13, 196~201, 1930) C_kHV) 


oS ee 


£$BRk BS 


1488, Begaoe é bask t OH 
Schwartz, G. M. 

ATK L SESITE L D intergrowth aw 
代 作 用 KL UTOAC, RMR AYA 
の 分 離 に より て も 生ずる も の と すれ ば , 
ある 一 つの も の を MHRLKS BS, ZB 
何れ に 属す べき か を 定 む る と と は 団 難 の 
と と に し て , と れ FO MSE av oP] に し て 
primary structure と し て 形成 せら る ゝ か 
EES SISLRE ARE FSH TV, 
BL ZCI 3S DG OPE OIA A 
FRCMS CHIC nF bik 3S 
HORE NRK Os, Mkt AST 
3A & 400°C~700°C の 間 に て 種々 の 
JAREICHAL, 2 MEX © ASI ZEA 
mkPe cH LC, 基 結 果 を RBA 
BEF IK CHEE Vo 

基 結 果 固 深 体 形成 の 最低 温度 は 475°C 
に し て , 天然 に 生ずる も ゃ の に 於 て は , BH 
室 に 於 ける 場合 と 異なり, hos ok 
PCMH DSL EWTCCOMBLSD 
RirSxXLL MLS. CRROMREU 
SH OTexture の 相違 は , BUN it 
の 相違 と Cooling rate の 相違 に ょ る も ゃ の 
な り 。 KROMA PK >» SHREORM 
さる ぇ と と の 比較 的 少な き と と は , BY 
体形 成 に 要する 温度 の 高 過 ぎる と と と , 
Cooling rate の 短 き ROTEVY ERA 
CEcon. Geol., 26> 186~201> 1931) 

CP EF) 
1489, 北部 ロ デ シ ャ , Chambishi 附近 
OHH RA Davidson, D. M. 
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始め に と の 地方 の 一 般 地 質 を 光 べ , 次 
CHR OB, BUC TE A, Bh © RAEN 
FRU RASCH T MS % Ore 
Yo BRAIE ore shale EH SHS 
FERRS 3 JEMDRUROER 1c に し て , PB a 
に は 孔 徒 石 及 基 他 銅 , コペル ト , RAH, 鐵 
等 の 暴 色 酸化 惣 あり 。 初 生 の 硫化 金属 の 
存在 を 暗示 する が 如き 神 鐵 残 の boxwork 
も 見 ちら る ふと と あり 。 , 

PRKIL epigenetic の も の に し て , 主 な 
る MBL PEI MER SIDR (C に し て , A 
HAgADR, linnaeite, 黄 鐵 斑 , HESS BD V 
て , 2M O RANTS, SERA SRBC 
LT, 其他 は 敬 ど 同時 に PLB 6% OF 
YVEBDo BK MO MAR LV 
導 せ られ た る も の に し て , 志 が ore shale 
HP ICYWBe FSS ICBV LHRCMS C 
詳 論 そり 。 (Econ. Geol., 26, 181~152) 
19381) CBF) 

1490, Northumberland, Settling- 
stones Mine O#BAIRK IT 
Trestrall, G. 

TRS EC 48 6 © ERA ih & BVA Te 
る BaCO。 2 ORUKREGICL TC, LEM 
BES S Dita WA, TiSAGK L AIK 2 b 
BY YRPELES TCLS, HRY 
IU BE % FEC HSA BEE IC Sb-Pb ore & MBE 
LCRA? bit L#S Bo (Bull. Inst. 
Mining Met., 315, 10, 1930) 〔 中 野 〕 
1991, Canada dbz OSMARICRET 
Duncan G. C. 

著者 は 昨夏 Canada O4b fe Coppermine 
River 17% BSH LC ARIA OMB RE 
BH LFA AHH t LTA AR 
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$8) DAY IK ITER U BESTE © TF FET BT 

と を 知り , Ch db RMtBAICoe TC es 
る 所 あり 。 (Can. Mining J., 52) 34~35, 
1931) CHEF 
1492, Alaska, Easgle Circle 地方 の 
HARPER Mertiejun, j. B. 

Hb FG ORD ORD &  OAWIC MT 
U~, elt iaO MAK SEVUTEL 
ZARA PKA LA OK LT: 
ZERFS OM DEP IC RMSE RES Y 
DteV £50 CU. S. Geol. Sury. Bull. 
816; Washington., 168, 1930) CREF) 
1993, TER OPA IC RET 
kel, E. 

1A Hs EDR IC BA SSH O UAE 
HAGEL -Cit~<, HICH Russland, 南ア 
FYB, FAV dW, AE EE DL OKE 
Tat ak L, 其他 簡単 に 猫 免 > スペイン, 
ェ テ ヂ アト , 北 米 等 に RFS OR % WB 
し , と これら る の PHA IRMEIC RET BME Slee 
Yo (Die Naturwiss., 18, 553~561, 1930) 
CHa BF) 


Kren- 


Aiwhw Kk S&S 
1994, 南米 Venezuela の 石油 母 層 rea 
berg, H. D. 

BibAOPR=HMRA MLK ASH OB 
iH AS SL bite, SRG a FA Bee 
の La Luna 右 灰 岩 な り 。 La Luna AK 
内 の 下 部 に は Cogollo 石灰 央 あり , と の 
MAK AOMICU RRS ze ¢ Hite Ret 
な り リ 。 La Luna ARRUAAZR pelagic 
foraminifera の 化石 より な り , ARIA WEIR 
又は 早 色 の 譜 算 物 及 湊 青 物 を 含有 す 。 


Cogollo 石灰 岩 に は pelagic foraminifera 
の 化石 全く なく, sponge, bryozoa 等 の 大 
な る 化石 を 含有 し , 石油 は BIC OD B 
見 せら る 。 以上 の 化石 に 於 て ゃ 明 な る 如 
{ La Luna と Cogollo 右 灰 岩 と は 明 に 
FLYERS LICL, 下部 は 洪 海 相 を 示 
Lite E JRC te S IC HEU PREHEAT & Bh 
は し , La Luna HJR Gtk Globigerina ooze 
K CHEM SL ORV, AUAZSEMA 
灰 岩 及 第 三 紀 層 に Bt Sb Sd, OM 
RRMA OM RIC FY CT La Luna 84 
灰 岩 な る 事 明 か な り 。 MS 

(1) 第 三 紀 及 Cogollo 右 灰 岩 は 遊離 の 
Fi OPC NES e BAS, 

(2) 第 三 紀 及 Cogollo 右 灰 岩 中 の 石油 
は La Luna ARAB OMB OAKET, 

(3) La Luna AKRALBR IK LCRA 
FT SHERMAWE YU BAS BEL, 

C4) AyHlk La Luna Ala OVE 
LVARMEENRKESLORV, mHUETH 
右 油 の 根 原 物 は 深海 堆積 相 を 示す 。 La 
Luna AS ORE BK te S 浮 洗 性 生物 
we 0. CB. Am. A. Petrl. Geol., 15, 
229~246, 1931) CAA 
1425, Hackberry SEAR 
Bauerschmidt, A. J. 

Louisiana の Hackbery 岩 協 園 項 丘 は 
1926 1c Mh Re at O BEI LOTCHALS 
れ た る る も ゃ の に し て , 石油 は 地下 3,900RD 
PROVE VES. 石油 は 18°~24° Bs 
の 比重 を 有 し , CO ENA ROMO 細長 
き 産油 辛 ょ り 産 す 。 営 油田 の 産油 額 は 日 
FE 25~3;000 橋 の 油井 に し て 1927 ょ り 
1930 AIC 2,000,000 橋 を 産出 せり 。 CB. 


抄 


Am. A. Petrl. Geol., 15; 227~256, 1931) 
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1996, California 含 油層 中 の Collo- 
phane Calliher, E. W. 

Collophane を 含有 する 褐色 頁岩 は 中 新 
期 の も の に て , BHO SEIS 
Kettleman Hills 油田 及 North Belridge 
油田 の 油井 ょ り 探 取 さ る も ゃ の な り 。 
Collophane 粒 は 略 々 ーー 和 定 な る 形 を 有 し 基 
RKRIKALDSBLSHS% 050.25 mm 
~05X0-lmm の 橋 園 体形 の も の な り 。 
と の 粒 は 一 般 に FEMA LC, RRA 
LL PME S He FRIC KOC faa LABS 
BA HE UCHELAL VY, 少量 
DEREAS OS 微小 砕 選 物 を 含有 し , ま 
た 硫化 鐵 は 微 球 体 と し て 存 す 。 硫 化 鐵 は 
Collophane の 一 部 分 叉 は 全部 を 置換 する 
HSV, HL UTAH EE BRT 。 
Collophane O¥L as RF IC Bf LA 7 7 
EEA eT HRMOMRIKY & C OF 
は 明 に 初生 の も の な り リ 。 こ と の 粒子 成因 は 
Challenger の report に 逃さ べら ちる ゝ 如き る ゃ も 
Oz Vo CB. Am. A. Petrl. Geol., 15, 
257~269, 1931) C/\7RI 
1997. 堆積 物 の Compaction に 就 て 
Trask, P. D. 

の 問題 は 敷 年 来 貴 味 ある る ゃ の と し て 
研究 な せ ち れ た る が , その 最も 重 要 な る は 
最初 の 含水 量 の 問題 な り 。 筆者 は 堆積 物 
を 漠 心 力 法 に ょ つて , 各 大 さき の 潤 に 分 離 
し と れ を 資料 と し て , 粒 の 大 さ に よる 含 
KEoOMME E 測定 し , 粒 の 大 さき さ に BTS 
weight-volume ratio 及 含 水量 の 開 係 を 明 
か に せり 。 こと の 義人 係 に た にょ よれ ば 大 さ の 大 な 
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SHAKE ( , weight-volume ratio 大 
© UT, 100 microns 以上 の 大 さ の も ゃ の に 
SV CONFOMAR—-LieV. MSR 
DKEIKKDCAKB AB LAME 
を 受け た る 場合 は 基 大 さ に ょ っ で て 容積 の 
Bub igt Lor, 

— AZ IC EE HERR OK 2 OBE (2 HI 
に ょ っ つて HAY LESHS(, BME 
LIS LC PRIS AME Te Yo BIC HER O 
万 統 は 高 遍 より 低 地 は 大 な り 。 IND HER 
岩 は 堆積 後に 於 て 地形 交 堆 積 の 相 達 に ょ 
り FENN ERHARATS S % OF V CB. Am. 
A. Petrl. Geol., 15; 271~276, 1931) 
CAA 
1998, sHIFFRO PRRIBEE Shaw, S. F. 

油 砂 中 の 高き back press AAT OR B 
度 を 減少 す る も ゃ の と 信 ぜ られ も れ , 上 少量 の 
AML KASS Le AAwoMe Me 
IPPVGMPA LOLRBREHEVS こと 
DEK IC Wh & FEA ILE & 7 S THIF 1000 個 
CRA Chix te SME te LROM 2 HG 
論 に 到達 そり 。 即ち 

C1) と の 試 な 油 砂 中 の 種々 な る 條 件 の 
下 に 於 て 採 油 に 大 な る 影響 を 及 す る もの な 
UV, 証し て 石油 の HiPA REA HLF © 1 人 件 
に 過ぎ ず し て 比較 前 重要 な ら ず 。 

(2) 高き back press (Ail OHA & 
WE CUED & % BNC Ah © BABE & BK 
ずる も の な り 。 

(3) FRU ORK BASES Aik OM 3 
MEA UL ARBRE TASER & AS hn ¢ 
back pressure EWMUTET 2% OF V 8 
COil Weekly, 59, 34~38, 1930) C/K) 
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199°, SSW EO th EA Mc 
Cae ER S!, dorig. C5. H.,.Coff, TN; 
Oesterle J. F., Fritsche, O. O. 

AHA HHL SiO,-Al,0,-Ca0- 
MgOPU IAF is MRR IK RS 3 Bi 
EMEe, SRAMOME, 温度 及 成 分 間 
の 開 係 を 求む る と と , MEE 業 の 助 と 
L CBE D HUKE 2 Thy Ost & SBE 
2 LEYS CL, PRE CHL RTO 
Ri Ree CLS TL, RENO 酸化 
PR OPE AIK RIES HE tet 
XS), RBH Feild 氏 が 用 ひ た 
る も の に KRLM~, 試料 は 純 酸化 物 ょ 
り 合 成せ る Akermanite, Anorthite, Dio- 
pside, Gehlenite, Modisonite, Monticelite, 
種々 の Ca- 球 酸 協 等 を 温 味 又は 混合 せる 
成分 に 就 て 灯 度 を 測定 せり BGK YK 
混合 液 の 温度 粘度 曲線 を 得 た る が , 其 結 
Bia Feild 及 Royster MKRORE & Hw 
し レー 選 精 確 な る 値 を 暴 へ た る も の な り と 
結べ り 。 (A. I. M. E., Tech. Pap., 383, 
72~54, 1931) CHAS 
1500, 松前 陶 石 RAH, 

北海 道 渡島 園 松 前 郡 小 島村 ょ り 松 前 陶 
AtMALCRHPE SK SAR ARES 
BCLCHARY, EKGHEERL 
Pita t OFC MKE RR UCH ( ARH 
WO MALL SB OIC LT, I6E~13 m 
SV, MRLSRPA AAI POR R w 
WED, DHL ( HED, TABLE VIE WG 
性 を 生じ , 品 質 よ く 天 草 石 と 類似 す 。 比 重 
2.757 HER DATO 結果 は SiO, 76.255 


Al,O. 17-67, Fe,Ox 0.48, CaO 0-75) 
MgO 0-31; MnO tr, K,O 1-04, Na,O 
1-64, KM IRE 2.19, FF 100.34 LT, 
耐火 度 S.K.27 Bie > MARAE IC HS 
CREA Bar lo tO RRS i 
322-000 We SEL, 三 等 品 まで の Hat 
614-000 MAICSES. 北海 首 工 試 報 , 
25, 31~46, WB CHAD 
1501, ASBRORMEBORIERR 中 
AK io 

建築 材 及 び 耐 火 石材 と し て 使用 さる ゝ 
栃木 懸 河 内 郡 城山 村 産 第 三 紀 浮 石 質 凝 灰 
BREA U 礼 井 懸 坂井 郡 BY 産 第 
三 紀 角 GARR AREA © tne 
ig &4T~ Vo 試験 体 は 直径 5cm, 長 さ 6 
cm の 財 柱 を 以 て せり 。 守 験 結果 に ょ れ 
IZ, KAA i は 1 kg/cm2 の 時 は 750°C を 
CREICLT, 800°C に て 軟化 す 。 また 
2kg/cm2? の 時 は 750°C に て 徐々 に 軟化 
LIL. AMRILE * CBF Re RM 
を 生じ , 直径 を 04~5% BRK BE 
石 は 1kg/cm? に て は , 700°C E CRE 
に し て , 750°C に て 答 軟 化し 初め , 800°C 
に て 軟化 す 。 2kg/cm2 の 場合 も RAR 
な り 。 供 試体 は PUREE ELC, 直 
FEE 5~10% 増大 せり 。 CREE 39, 
159~169, FA 6) CHAR) 
1502, SIP VEN=OLHICMICRS TA 
FUPOBRER Shead, A. C, 
Smith, G. F. 

110°C に 乾 か せ る 資料 1gr ET VES 
YAH Sor EX ( ect SHE 
は , 約 10 WIC CHEAT 0 ARB 1gr 
は 此 時 間 中 に 恭 融 する も , 少量 の 斑 酸 は 


i» 
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Womb HEL RAT SLET. OR 
ORAM OB IC, 渡 硫 酸 一 二 滴 を 加 
ふる 時 halide と し て , Fe, Al の 微量 の 
逃 で る を 妨 ぐ る た め , ammonium bisul- 
fate を 加 ふ る 必要 あり 。 要 する に 燈 融 ァ ア 
YE= 9 DFM BRU HI BK 
か に 人 分解 し , WRB MOBSk tz 
定量 前 値 を 生 ず 。(]J. Am. Chem. Soc. 53, 
483~486, 1931) CHARI 

1503, BORIS I< RET RRS HOR 
# Norton, J. 

Wesel ORS EO CH LARA HK 
な 役 を 演ずる る ゃ の な り 。 HCA ERE 
の 物理 楓 試験 が 同様 な り と る も 微 構造 は 交 
し る ゃ 一致 を ず 。 著者 は 10, 100, 1000 及 
10000 分 の SAF AUR & FTO, MFILAS 
20% を 示す 試料 の 題 微 鏡 的 構造 を 比較 
せり 。 そ の 癌 時 に ょ れ ば 長 時 間 , hae 
理 の 素地 の 場合 が 短 時 間 , MRO dt 
の より 一 選 石 英 は BRL, ムラ イト の 次 
達 良 好 な り 。 ム ライ トム の 登 洋 機 村 を 精査 
SF SECREWEL BOCA EA 
中 に 限り て Shieidk & AEC, ARR A 
右 基 中 に は 成 生 し 居 ら ず 。 MICH EME 
y HALIC LY CRAP ICA h St 
MER AAIAPEMHESLOLENE 
Yo CJ. Amer. Ceram, Soc., 14, 192~ 
206, 1991) CHAR) 

1504, RRAKORBAA RH PICT 
See AHH 1918 2288 

1505, SKA 7 LIRR OBE 
ARH 1919 S88 

1506, FiEEHROS RAR 
Curtis, C, E. 


\ 


SH 2 AB IK BRINE IC £ SHAVE 
aE OER IKICBAS SB Schwerin (AVRO 
SER, Carlsbod KRU 6 LYZREOAR 
を な し 上 且 諸 研究 者 の 結果 を 評論 せり 。 著 
者 の 研究 と し て は 種々 の 材料 , ES 電解 


REDCHA FEMME LORE AOR 


BOWREREL, AMtBREL LT 
ORE GEC imaket Yo NHHOSE 3 
GROG EX V HAD BPE im Bae 
及 せ り 。 概して 電 無 泳動 に よる 険 水 法 は 
礎 濃 器 に 比 し て 有効 な ら ざ れ ど る も , beet 
COR © FRE IC LAER te OH 
を 示す る の な り リ 。 最 悟 に 同 方 法 の 理論 
KE LOR BAR & MRAM YQ 
Cj. Amer. Ceram. Soc., 14, 219~263) 
1931) G7) 

1507, 石英 の 異常 後 効果 Shimizu, S. 
光 軸 に Palit BRA PANO BH 
Ch AERA BM eC ERAT 
異常 後 効果 を 研究 なり 。 HEMIC-Firie d 
右 英 板 に 於 ける 異常 効果 は , Fel we 
な る 場合 と 同様 の 限界 電 亡 に 於 で 現 は る 
3, その 大 さ は 後者 の 4 分 の 1 に 相 営 
す 。 尺 見 掛 抵抗 の 匂 化 並 に 尽 復 時 間 ゃ 赤 
光 軸 に 下行 な る 石英 板 に 於 て は 垂直 の 板 」 
に 比 し て 敷 分 の な る を 知れ り 。 岩 壇 に 泊 
し て は 後 効 果 は 甚だ 微 覆 な る の みな ら ず 
異常 効果 を 認め ず 。 CMO wy MIRE 
光 軸 に 下行 , 並 に 乗 直 十 板 と ゃ 同様 の 開 
係 を 示せ どる , CRO Ri it 
HEA ARR OG X* O(PBURK I YV o 
(Sci. Rep. Tohoku Imp. Uniy., 20; 15~ 
35> 19381.) GEA) 


\ 
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1508, SRO HMPA ET 
Wigginton, R. 

ARAL EH OSBEK BS Notes on Re- 
‘cent Developments in Fuel Technology 
KRU S—-XICLC, 著者 の 主 報 する 所 
Wok VIER RMI IST SRB BE 
及 Snatch sample ORUWL)KA OFA BIC 
よる も の な り 。 11% DIEMEE ROR 
の 最低 試 笠 の 量 は 次 の 如 し 。 

PSSA TR G10 “75 20 25 

IncrementsO¥X 20 45 85 130 185 

DELO te fh HECb) 

1 IMEC KT. 40 90 170 260 370 

2ILMPRICKT 80 180 340 520 740 

STILMPEIC HT 100 225 425 650 925 
(Fuel, 10: 49~50; 1981) . #651) 

1509, SEER ICK TS SaROWR 
Davies, R. G., Wheeler, R. V. 

Audibert 5 ltiZ Rat I< & 3 RHR REO 
WEAR ARE 2 Hi AHA BH he © BF Be VRS 
LY, Abele etl CFs b SAIS 
さそ し と の 推定 を な せり 。 著者 は Audibert 
紅 と 同様 の 研究 を 行 ひ 同氏 の 推定 の 譲れ 
る 事 を 指摘 そり 。 即 ち 所 調 Intumescence 
pt. YF OYAREK TC MBs S EAB EI, 
単に 研 礎 せる の み に て は 全く 均等 な る 題 
PERE De OY’, ZILHRICREL 
て 起 れ る Surface flow に 買 ふ べき る も の に 
LC, 腐 触 せる 際 に は 石炭 粒 の 形態 は な 以 
前 残存 し 燈 融 する に あら ざる を 示す る も の 
な り 。 HBR Lik AKDT 
OXSHHELAT HORM te Yo 


Lee) 
ik 


炭化 温度 即ち 350°~500°C に 於 て は 獲 
ほな 一 層 著 明 な る 自由 度 を 示す べき な り リ り 。 
HEBRIC BY LC, BH AIGFRERO 期 あ る 
べき を 約 し た リ り 。 (Fuel 10, 100~108, 

1931) 〔 観 見 〕 

1510, 石 央 の 水素 添加 に 開 す る 最近 の 諸 
文献 の 抄 約 Skinner, D. G. 

BY Ay BIC SE wy EN Wall BE RR IC 
表れ た る 石炭 及び 基 成 生物 の 水素 添加 
BAS 3 HSCMOMSIC LT, AIC 
BAS S HKD AS 50} ICHAT Vo 
(Fuel, 10) 109~137) 1931) C#h 51) 
1511, BRORMAREIKEE Roll, F. 

ire D SAFLEE & LAB MEBE I A O PEA & 
D |AICHERR 7 STROOD bNESBO 
tLe Ra E FFL IS AMINO Ze & 
Kitb LOEOT RHE BKL, 少く 
LO HH QAI IBS EET ~ Lo 
LCRILEOW FO HEH LT 2 
WIC PORTALS 1 エ は 無 孔 と 膜 と の 比 
を 表す べき も の に し て , MILOVRBRA 
FLAG A OBIFAIC LIER EIT. L は 
IKRLCEL ULC RILOBHE, A2R 
RISER LCR RE ism YS LOK 
Vo 著者 は 第 二 の 方 法 に 属す べき Roes 
BIL Sperr 及 Ramsburg の 方 法 を 簡単 化 
し , 其 方 法 に て 無 孔 度 を 測定 し 反 有 護 度 と 
の 開 係 を 吟味 せり 。 

BA ORECB CHER ML, 

Pie © ATL & RBS FS dn ¢ CE 
SLC OBE LEER & AEE © 2 FABRIC C 
除去 し , WETTIC EVM 4 vy + & PA LB 
炭 粗 織 を 印 痴 し 押 孔 度 を 求む る に あり 。 

猫 ほ 著者 の 研究 に ょ れ ば 無恥 度 と 反 護 
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BEL OKO GR Lo (Brenn- 
stoff Chem. 1~3, 1931) ‘#8 51) 

1512, 固体 燃料 中 に 於 ける 吸湿 性 水分 の 
測定 Dolch, M. 

MACRO WEHERIS Xylol 
法 及 乾燥 に ょ る 直接 並 に 間接 法 の 信頼 す 
る に 足る を ゃ の に 非 ざ る を 述べ, 次 で 無水 
Fu al Li CREE DKA EMM LT 
Mayr? bnKSKARE Tr 
コ 1 ル ん と 石油 と の Entmischung-punkt 
EWET SHICK VY CHB, 引 ひ て 燃料 
の 含水 量 を 知る 方 法 を 衣 載 そり 。 REO 
PLES kn FROM Lo 

水分 量 に 座 じ 5~20g DAMES Erlen- 
myerkolben 'PICKKYVZIK 100g の アル 
a) eee SE LOS ICRU 
T, 燃料 より 水分 を 吸収 そし む 。 か くし 
て 生じ た る アル っ 1 用 十 水 の 混 合流 を 吉 
燥 濾紙 に て 濾 別 し , BO 20c.c を 特別 の 
凌 置 た 取り 之 に 等 量 の 石油 を 混 じ 雨 者 の 
Entmischungspunkt を 測定 す 。 ア ルコ リコ 
の 水分 の 含有 量 と 等 量 の 石油 の Ent- 
mischungspunkt と OBA Eichkurve 
は 芝 め 測定 し , 紫 Eichkurve に 照 し アル ラコ 

1 ル 十 水 の 混合 液 中 の 水分 量 を 求め , 従 
っ つて 燃料 中 の 水分 量 を 測定 す 。 

WARES 以 て すれ ば , BRR の 水分 
含有 量 は 約 15 分 間 に て 比較 的 正確 に 互 
PEAK HLS eG<~L. (Brennstoff- 
Chem. 11, 429~432, 1930) 【 鈴 見 〕 
1513, &—-LeEH Mets AROSRAR 
添加 に より 生じ た る ベン ジン の 研究 
Varga, J., Markray, I. 

[mH KPAutoklave ICT 2200 gr ORO 


組成 を 有する Eozen WK ¥ 330 gr の 酸化 
鐵 の 存在 に て 水素 添加 せり 。 褐 炭 の 組成 
EPROM Lo 水分 2.60, 灰分 7.30) HOE 
BE 4.23, (可燃 性 硫黄 3.92.) C 63.01, 

H 5-42, N 1.04 O 16.71, 3245: (最高 う 
6357 WEC 最 低 26024 WE な り 。 猫 ほ 水 素 
PRIN © AKERS 110 atm. 最高 加熱 温度 は 
370°C な り 。 か くし て 得 を た る 粗 油 の ぅ ち 
230°C SEC AMS SS MDOP & tee 
り 。 基 結果 を 見 る に 230° CEI AB S 
Benzinfraktion は 炊 の 如 し 。 

Base 3:00 Carbonsiure 1-58 Kresole 
填 高 級 Phenole 19-42, *# fi 4h @ 
6:60, Benzol 0:70, Toluol 2-02) Xylol 
2 66 1hO Tes 'A 6.13) Paraffine + 
hydroaromatische Verb. 53:80 Bthgja Je 
4.10, 合計 100-00 % Yo Base は 主として 
Tertiaren OVEH & Ai L, AER Phenol は 
Naphthalin を 含有 もせ ず 。 (Brennstoff- 
Chem. 21~22; 1931. C 観 見 〕 
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1514, HERDS IC KSRORE 
寺田 寅彦 

HW FR FEE BATES AS frag HS 4 IC HEL S 
ii, Le DICH S Mi Loc BMeA 
じ , BED 場合 等 た は こと の Mic ko 
CHRO 温度 の Wile 5x8 tite, Bw 
に 大 陸 移 動 旗 に ょ つて 老 へ ちら る ゝ が 如き 
地殻 の 運動 に 際 し て 起 る MEH LK 
EL OP et OFM IC KOCH 
SLODIAMHHEK LSD LTH 
か る べき る も , 陸 塊 滑 動 に 際 し て その 境界 
CBF S 熱 は 必ず し ゃ 然 ち ず し て , と の 


\ 


BENS S, 北側 に 於 て 一 層 其 しく, 
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FYL MEIC & OPS & Wy LC ARE Ea 
す 場 合 あ る べし と 論 ぜ ぞ り 。 CHR, TRE. 
8, 377~383, 1930) CHEB) 
1515, BASIC S ROB 
琴 井 思 二 

同 臣 域 に 於 ける 了 地 測量 部 三 等 三角 和 品 


の 移動 を 概 手 を る も の と す 。 


FEAR WN ERUORL CORO FG 
ay IC BES L, 最大 52cm SET 6 CS 
の 西側 は こと の 線 に 向っ つて 隆 ま れる る 北端 
部 に て 序 つ て 沈下 し , た で その BEA 
層 以 束 ょ り 少 な し 。 WET eS 
48 
cm を 超 ゆ 。 

ABBR HS BUH ALP IC, そ 
の 以西 は 南方 に 移動 し , 前 者 は 最大 163.7 
cm に 治す 。 (地震 研究 所 葉 報 , 8, 338 
1930) 〔 渡 斉 高 〕 

1515, 伊豆 東海 幸 の 水準 演 化 陸地 測量 
部 筑 測 , 地震 研究 所 報告 

昭和 5 AEE Ey Ic Ee Hee 
の 測量 結果 を 大 正 33 年 大 震 炎 後 の も の 
と 比較 せる IC LT, Ric BRET 
の 上 多賀 を 不 動 跡 と すれ ば , 伊東 町 湯川 
に て 43-7 mm, その 南方 6 km の 吉田 に て 


96.9 mm の 隆起 を 見 れ ど も. それ 以 南 に 


CHEEOREMRL, その 更に 南方 8 
km の 人 入 幡 野 附 近 以 南部 に 伊東 の 北方 に 
THEMOCHE SY 9 (地震 研究 所 諾 報 
8, 375) 昭和 5 年 う 渡邊 萬 〕 
1517, New Zealand の 強震 
son C, 

AVE = A= New Zealand の N-Island 
Napier WAKES 0, AMA RAOMR 


Davi- 


Bk 


RIC LUCA GRE OREM 0 WAS BR 
( Hawk MICS HER 45 UE ER 12 一 
15 RICK AV, KATO ale 絢 明 を 
SMH OM 140 RHUHN EE OR 
AR TS 模様 な り 。 MO WROGY 
に Napier 地方 は 約 18 WRO Mek BAR 
SliMinkS ZCLK UCT ORCRME 
Va SYS 2 AH © BF GEVA Se B “iron 
pot” (Leche LBREK YS 

Ppa New Zealand に 於 ける 地震 は 他 地 
方 に た 於 ける 大 地震 に 比 し て 必ず し ゃ 烈 し 
か ら ざ る る ゃ も 常に 地殻 の 移動 を 件 ふ は 注目 
すべ きこ と と な り 。 即ち 最近 百年 間 に 於 け 
る 四 大 強 圭 の 中 1826 年 の 地震 に 於 て は 
Durky Bay 陰 近 な る 一 小海 は 陸地 と 化し 
1848 年 の South Island に 於 ける 地震 に 
於 て は 60 WE SET SWAWE AU, 1855 
年 の Wellington 地震 に 於 て は 4600 F 
FUE D hE O VER & TL, 4 OBB 90 WE 
DReKR~V, R1929 年 の S-Island 
CHG S Hh IC PRL CHlt th & 3“ white 
creek” BJBIC HST (L #1) 16 (ROME S Th 
% Vo (Nature, 127, 248~244, 1931) 
(加藤 
1918, RBRAKORB AA BH ICENF 
SIRAGHE RIFT AER. FEE 

Nernst 氏 の Mikrotorsionswage を 用 
DT CO, 無 流 中 種々 の 濃度 に て 保てる 
CaCO 。 を 測定 し て , € OMNAD HO IRAE 
を 測定 し , その 分 解 温 度 を 920°C と 決定 
Ly 更に 他 の 諸 方 法 を 比較 を り 。 

AIC ERM * OB BIC LOCH b 
れ た る CaCO。 OBMMUROM Lo 


WW 定 者 FRR We | BH 
“Le Chatelier |1886.492—R | 812°C 


O. Brill 1905| 振 れ 森 | 825 
L. Andrussow |1923 TARR 882 
H Frank 1923 Fy SPEER 890 


A, F. Mtchell/1923| 2» 896 
tie Johnston 1910 ” 898 
Pott 1905 ” 908 
D. Zavrive 1907 ” 910 


Frieidrich 1912| 温 度 測 定 !910~20 
J. A. Hedvall 1916 加 熟 曲線 91023 


即ち 松井 氏 等 の 結果 は CROW EH 
果 中 最も 高温 を 占 む る も の と ひ ふ べ し 。 
(工業 化 皇 雑誌 , 34, 3987~393, 193) 
CPEB 3) 


1919, sKERG— FRE ss) LER | 


Be ui, Kal 
KBAROHLN YO ADR DEE 
DIB PICA BREIL, ZEM* O 
WARE CRICK CWE L, これ ょ より 浮 
ADEN IC KOCH AO Ee Wee 
oH 
1. Hl~ Bavic BBA o> ME & UE 
& OBNIL WE S RIA IC CIs 
直線 前 な る と と 
2. 一 定 温 度 に 於 ける 種々 の 混 燈 購 の 
WE LOS EIC BESS BaF。 


DAFA DAE HICH E I RRATIC 
増大 する と と 


を 確か め , 水 唱 石 に 部 化 ベ リウ ム ム ぇ を 加 
ふれ ば , アル ミニ = ウム 精製 浴 と し て 必要 
な る 比重 の も の を 得る こと を 度 け り 。 
CTE SHER, 34, 374~386, 1931) 
CPR BS ) 


303649) 


 SHRRRR 


BAe WERRACH= Mae 
の 後 4~5 MAK ROCHRWASeR 


UHR 2 OM SHE & BGS Ug 


Eh 4A Ve PRES ICA SO Ete oH 
| HROMLS * 


4 月 4 日 午後 1 時 4 時 
REA BCR SHA nes 
DZ f ottscer cesses ene se ESA Wf 
SHUR WEA Bb © Ai eR 


RIA SR EAT bh ay we 
A bICBE CT CRER) 
な 上 FOE OBR 
相模 中 川 CREE) BE 
plagioclase-rock IC Hi > T 


anthophy]lite- 


te osivie's ohatelactele’ slnleloe te avelaaiorate LZ (te — 
FP E= FY YER a 

ya ee: Cee BS 
ARF BAER DEER AA IC 
HS FOMK BG DUB IRB IC. 

SG eee OOS HS: 高橋 純一 


58 FASE BL Ly o> $4 PQ ta Be 
a eS 2 
4 月 5 日 午前 9 時 一 正午 
ARB GR LU FER IC aT 
seinsace iain eens 志賀 武彦 
山梨 上 牙 箕 子 産 ペケ マッ マタ イト 中 
ORM GAHE LAT 3 BT 


. (Em BK 


ACR T eps ike 


304¢50) 


nk #® # 


ペイ ロフ イラ イト の 誠 X 線 的 研 
勝利 


Seer ees ee 


PSE ET 7 ~~ 4 b OFC EEK 
FIC BAS Z AE HE 
455 4% 1 HEAP ~ AE 
HB OEE Be GL EAB IC 
UST CFR ever ee renee ESS: 
Ate Paget TB) SE LL 2 Hb LR BR 
BA 
支那 大 治 鐵 由 の 鑑 床 ーー 
. ee PSE 
TAGE x RELYRIC BAS 3 EE 
Ra at sient ne ele 0 0 2/0 0 JE BRE 
BPH GK Nye FS Be ap Hes eM BF 
油田 に 於 ける 物理 的 地下 
探 素 た 就 い で ………… 王 用 
AL REA & > SF © ZG ER 


AW ICR 6 Ah BHF 
層 の 分 布 に 就 い て … 大 村 
口 の 永 長 部 島 カ ナ 鐵 の 活動 去る 四 月 
二 日 大 阪 商 般 首 里 丸 より の 無線 電信 に 揮 
れ ば , 同日 午後 鹿児島 懸 熊 毛 郡 口 永 良 部 
島 ( 屋 久 伺 西方 海上 う の 一 部 爆 豆 せり 。 
な ほそ の 後 の 和 情報 に よれ ば , HRB = 
日 午後 七 時 十分 BES nie EL SEC 開始 
し , AREK IK UP LC MER MEA HS LOE 
Pe 


REO GTA 2 EN DRA 


に し て , 常時 北西 の 風 強 《, KER 3 
は 約 30 丁 を 隔て で た る 向 演 部落 に 落下 し 
て 家屋 を 破 雷 し , 二名 の 頁 傷 者 を HEV 
CRE ; ; 
FA I< fa) 55 (2: ERY 10 km, 南面 に 一 
小江 を 有 し て 本 村 と 稀 す る 部 落 あ り 。 
その 山腹 の 爆裂 火口 は 平素 硫 無 和 孔 の 其 
HERS, KER S TL A 良 部 
BELA ORE BIC D> \ J BRE D V 
KILEY, WKS FESS dtr BH, ME 
7EFETH DIRAOBE, 本 村 部 落 は 灰 砂 に 
AULTERO KM BR V © bw fa 
RMD Vo 
CY ERM > Ris eB LU CZRO 
報道 の 一 致 せ る 部 分 の み を 掲げ , Woe 
EMTUTHA © WS 2 FRO, TRB 
AXEMRSBSAX 前掲 日 水 良 部 島 は 
その BUkit cht SR, 去る 五 月 十 五 日 


| 午後 入 時 また また 爆 環 を そり 。 (同上 う ) 


大 谷 金山 に 於 ける スカ ポラ イト 化 作用 
宮城 懸 本 吉 郡 大 谷村 大 谷 金山 は 三 英 紀 砂 
ROCHE PIC IB ee 3 ee IR 
な る が が , FORA BS LU BAL, 特 
丈 の 脂 光 を 有する る ゃ の あり 。 SEAM 
PCBS 3 FEB UC BBA ¢ 
BSS L, FORA a ICH BIC IER 

と 認 む べき Hy bY 成る 。 そ の RHA 
を 浸 液 法 に ょ つて 測定 そる に 1.5625 一 
1.5436 LT, スカ ポラ イト の 一 種 に 局 
する が 如 し 。 目下 研 究 中 な る を 以 て 追 て 
報告 する 所 ある べし 。 CEB) 


4? 


